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2）　医療安全関連実績

1.　医療安全報告書提出件数：2022 年度　報告件数 726 件／年

2.　医療安全報告書　事象別

3.　転倒転落発生率
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会議・委員会

会議・委員会名 議長・委員長 目　　的

病院経営会議 宮田　和信 相澤東病院のミッションを達成するために、経営方針に基づき、
病院の経営を健全かつ適正に実施する。

病院運営会議 宮田　和信 相澤東病院の運営が円滑かつ効率的に行われるようにするため、
各部門間の情報共有・調整を実施する。

医療ガス安全管理 
委員会 池田　隆一

医療ガスを使用する患者及び職員の安全を確保するために、医療
ガスに関する安全知識の普及・啓発・研修に関する事項を立案し
実行する。
また、医療ガス管理に関わる法令遵守事項および保守点検業務に
関する事項を確認する。

医療安全管理対策 
委員会 宮田　和信 医療法施行規則に基づき、相澤東病院における医療に係る安全管

理を遂行する。

医療安全院内調査 
委員会 近藤　清彦 病院長の指示により、院内発生した医療事故事例、医療事故の疑

い事例、有害事象発生事例に対し、院内調査・検証を行う。

医療機器安全管理 
委員会 横水　洋康

病院所有の医療機器の品質管理、職員が安全かつ適正に使用でき
るための職員教育や手順、規程等について継続的に審議し、患者
および職員の安全性を確保する。

受託実習管理委員会 草間　昭俊
当院における実習生受け入れを安全かつ円滑に行うために必要な
事項を審議し、実習生がその研修到達目標を達成するための支援
をする。

栄養管理委員会 近藤　清彦 相澤東病院栄養管理規程に則し、患者の栄養評価、栄養管理およ
び衛星安全管理に係る事項を審議し、良質な栄養管理を行う。

薬剤適正使用検討 
委員会 洞田　和歌子 薬剤の採用・変更・適正使用について管理し、患者に安全かつ適

切な医療サービスを提供する。

褥瘡対策委員会 上條　里紗
褥瘡を有する患者、褥瘡ハイリスク患者に良質な治療・ケアを提
供できるよう、褥瘡対策（予防・治療 ) や職員教育等について審
議し、継続的に褥瘡管理活動を行う

看護部運営会議 武井　純子
入院・外来・在宅療養患者に安全で質の高い看護を提供するた
め、看護業務、職員教育および部署運営上の課題について審議
し、看護の質改善に継続的に取り組む

病棟運営委員会 横水　洋康
安全かつ効率的な病棟運営のため、多職種で病棟管理運営上の課
題や適正な業務分担・協働について審議し、良質なチーム医療を
提供する。

生活支援課運営委員
会 太田　一恵 入院患者に日常生活が安全にかつ質の高い介護が提供出来るよう

に、日常業務の課題や職員の教育について審議する

入退院在宅支援室 
運営委員会 乾　栄美子 患者・家族が安心して在宅療養生活を送れるように、退院支援・

在宅支援に関わる事項について検討・審議する。

看護部教育委員会 田宮　満寿夫
看護科・生活支援課の職員が最新の根拠・手順に基づき、安全に
看護技術・日常生活援助が実践できるよう教育体勢について検
討・審議する。

診療部・副医療部 
・事務部会議 宮田　和信 相澤東病院の管理や経営に関わる事項を審議・調整を行い、適切

な病院運営を行う。
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DPC コーディング
適正化委員会 宮田　和信 相澤東病院の入院患者に対する適切な DPC コーディングを行う体

制の構築・維持に必要な事項を審議し改善計画を立案・実行する。

倫理委員会 近藤　清彦

相澤東病院に所属する職員が行う人間を直接対象とした医療行為
について、ヘルシンキ宣言の趣旨に沿って、医学的・倫理的・社
会的観点から審議し、患者の人権を考え、患者の権利を擁護でき
るように監視する。

感染対策委員会 宮田　和信
相澤東病院医療関連感染管理指針に基づき、組織的な体制の下
で、エビデンスに基づいた感染予防と感染対策を検討し、取り組
むことで安全で良質な医療を提供する。

医療事故調査委員会 近藤　清彦

相澤東病院で医療事故が発生した場合、事故原因の究明を行うと
ともに再発防止策を策定し、この結果をもって患者、家族に納得
のいく説明を行うことにより医療の透明性を確保し、医療事故を
防止して医療の安全と医療の質向上を推進する。

医療従事者負担軽減
検討委員会 池田　隆一 医療従事者の負担軽減および処遇改善の検討を行い、医療従事者

が質の高い医療サービスが提供できる環境を整える。

相澤東病院看護部運
営会議 武井　純子

相澤東病院看護部門を円滑に運営するための必要事項について審
議し、看護部門の課題に対する各部署における改善計画および実
施・改善状況を管理することで、患者に安全で質の高い看護を提
供する
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ミッション

・社会の健康志向の変化を捉えて、医療・介護との調和を保った新しい健診サービスを提供する。

・健康センター職員としての専門的な資質を備え、業務と経営の充実を促進する。

ビジョン

・今後の社会や個人の多様化する健康志向の要望を的確に捉えた、満足される健診サービスを提供する。

・幅広い年齢に対応した生活習慣病やがん検診を推進し、疾病の重症化予防の為に医療との連携を図る。

・国際的な視野に立った健診サービスを継続させ、幅広い顧客を確保する。

・活力ある高齢社会に向け積極的に保健活動を推進する。

・健康センターの職員としての専門性を活用したサービスを提供し、健診業務と経営の充実を図る。

1．概要

・政府管掌健康保険 生活習慣病予防健診認定

・一般社団法人日本医療法人協会指定「健康診査機関」

・公益社団法人全日本病院協会認定健康保険組合連合会指定「日帰り人間ドック実施施設」

・マンモグラフィー検診施設

・J.M.S（ジャパン・マンモグラフィー・サンデー）賛同医療機関

・日本総合健診医学会・日本人間ドック学会研修施設

1.　人間ドック・検診事業の提供及び医学的検査の実施に関すること

2.　予防接種及び保健指導など予防医学に関すること

3.　産業医活動及び講演など企業及び地域住民の健康増進に関すること

4.　 検査により発見された疾病の疑いについて精密検査又は治療への勧奨及び紹介を行うこと

　　その他、健康センター長が必要と認めたこと

・2 日ドック

・1 日ドック

・健康診断

・特定検診・特定保健指導

・女性検診

・脳ドック

・PET 検診

・肺がん検診

8.　相澤健康センター

センター長　小池 秀夫
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・フォローアップ検診

・ロコモ検診

・すい臓検診

・大腸 CT 検診

2．年度報告

1.　当施設での各種検診 DAY 開催

・肺がん CT 検診 DAY

・女性がん検診 DAY

・すい臓検診 DAY

2.　新型コロナウイルスワクチン接種

3.　健診システム更新
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診療部

副センター長　髙木 健治

1．ビジョン

健康へのエンゲージメントを高める。

1.　価値観や健康状態にあった検査の展開

2.　専門性を活かした広報活動の展開

この 2 点により新規客獲得と既存客の深耕を行うことで、疾病の早期発見と生活習慣病の予防を推進す

る。

2．サービス・業務内容

・ドック健診の検査が安全に確実に受けられるように受診者の体調確認、パニック値への対応

・ドック受診者（1 日．2 日）への診察と結果説明、種々な検診の診察

・健診・ドック結果報告書の作成、紹介状の作成

・マンモグラフィー、乳房超音波検査、胸部 CT、大腸 CT、膵 MRCP などの読影業務

・ドック受診者の上部、下部内視鏡業務

・遺伝性腫瘍健診

・産業医業務

・禁煙外来

・予防接種

・学会講演活動

・広報活動

3．体制

常勤医師　6 名

非常勤医師　内科系 8 名、婦人科 5 名、脳 1 名、大学（放射線科、甲状腺外科）

相澤病院医師（放射線画像センター、消化器内科、病理、眼科、呼吸器外科、乳腺外科、スポーツ障害

治療センター））

〈院外資格〉

日本人間ドック学会指導医　2 人

日本人間ドック学会専門医　2 人　認定医　4 人

日本禁煙学会禁煙専門医　1 人

人間ドック健診情報管理指導士　2 人

日本医師会　認定産業医　6 人

日本医師会認定健康スポーツ医　1 人

日本内科学会認定内科医　4 人

日本消化器病学会消化器病学会専門医　2 人

日本消化器内視鏡学会専門医　2 人
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日本消化器がん検診学会認定医　1 人

肝臓病学会専門医　1 人

日本外科学会外科専門医　2 人

日本消化器外科学会認定医　1 人

日本消化器外科学会指導医　1 人

検診マンモグラフィー読影認定医　2 人

肺がん CT 検診認定医師　1 人

日本がん治療認定医機構がん治療認定医　1 人

インフェクションコントロールドクター 1 人

麻酔科標榜医　1 人

医療安全管理者　1 人

設備・機器
診察室　8 室、マンマリー読影室　1 室

4．実績・年度報告

ドック受診者などの実績数は事務部に準ずる

大腸 CT：23 件

消化管ドック：3 件

膵臓 MRCP 検診：85 件

胃内視鏡検診：47 件

5．学術等業績

〈講演・取材メディア〉

コロナ感染症のため講演活動は自粛
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健康管理部

課長　小林 美華子

1．ビジョン

・利用者の年齢や性別に合わせた独自のコースを構築し、選択できる仕組みをつくる。

・4 大疾患予防とフレイル予防をおこなう。

・疾病の早期発見をし、速やかに医療につなげる。

2．サービス・業務内容

・人間ドック（ 2 日ドック・1 日ドック・脳ドック・消化管ドック・体力ドック・プレミアムドック・

インバウンドドック）

・各種検診（PET 検診・レディース検診・肺がん検診・膵臓検診・胃内視鏡検診）

・健康診断（企業・個人）

・ドック、検診、健診後のフォローアップ（受診勧奨・受診相談・外来予約）

・予防接種（各種予防接種）

・保健指導（個人・集団）

・特定保健指導

・産業医活動の支援

・禁煙外来出向

・健康・疾病予防活動　（健康教室　出張健康講座）

タバコが身体に及ぼす害と禁煙外来の実態（2022 年 9 月 21 日）

小林栄子　企業向け　オンライン講座

・ドック・健診後のデータ管理及び報告

・ストレスチェック

3．体制

・保健師 18 名、看護師 6 名、臨床検査技師 18 名、診療放射線技師 1 名、フロアアテンダント 8 名

4．実績・年度報告

単年度の実績は事務部に準ずる。

5．学術等業績

学会発表

片瀬水月．人間ドックの腹部超音波検査を契機に発見された膵・胆管合流異常の 1 例．

　　第 46 回　長野県臨床検査学会，2022 年 12 月 4 日．

塚本里美．人間ドック下腹部超音波における膀胱スクリーニングの有用性．

　　第 46 回　長野県臨床検査学会，2022 年 12 月 4 日．

横山加奈．人間ドックの上腹部超音波検査にて発見された非機能性膵神経内分泌腫瘍の 1 例について．

　　第 46 回　長野県臨床検査学会，2022 年 12 月 4 日．



事務部　営業課

436　　8. 相澤健康センター

事務部　営業課

課長　山本 耕司

1．ビジョン

・一律にセットされた人間ドックとは異なる、必要な方に必要な検査を提供できるしくみ、健診サービ

スを構築し、検査件数を増やす

・「予防」の観点から、帯状疱疹ワクチン、HPV ワクチン等、年代や層に合わせた予防接種を促進し、

予防接種実施者数を増やす

・東病院で完結可能な健診は移管し、午後ドックやがん検診など当センターの特性や強みを活かした健

診の受け入れを増やす

2．サービス・業務内容

・健診コース

人間ドック 2 日コース

人間ドック 1 日コース

プレミアムドックコース

生活習慣病健診、定期健診、婦人科検診、脳ドック、PET 検診、消化管ドック、胃内視鏡検診、運

動器ドック、予防接種、ストレスチェック

・オプション検査

受診者が希望するオプション検査を追加でき、個人のニーズに沿ったより総合的な健診と精度の高い

健診を提供

・外国人受診者の健診

・幅広い知識を持った予約対応（事務部営業課）

・受診者により安全できる空間と時間を提供（事務部フロント課）

・企業や健康保険組合との健康診査受託契約

・許可申請・届出等の手続き

・立入検査対応

・外部調査期間への回答

・健康センターの経営成績の把握と報告

3．体制

フロント課、営業課

フロント課　7 名、営業課　10 名、管理者　3 名

営業日数　　　　298 日

コース受入日数　2 日ドック 241 日、1 日ドック 298 日、その他検診 298 日

受診者の受入　　月～金曜日の午前・午後（7：45～16：30）

　　　　　　　土曜日の午前（8：00～12：00）

　予約受付　　月～金曜日（8：30～16：30）

　　　　　　　土曜日（8：30～12：00）
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4．実績・年度報告

・休日人間ドック

平日は仕事や家庭の事情で受診できない方のために祝日の 2022 年 7 月 18 日（月）、8 月 11 日（木）、

11 月 23 日（水）、2023 年 2 月 23 日（木）休日人間ドックを実施した。

・女性がん検診 DAY

女性スタッフによる女性がん検診 DAY（子宮がん・乳がん検診）を休日に実施した。毎年恒例とな

り、女性がん検診 DAY のリピーターも多く受診された。

・プレミアムドック

二日ドックに心臓検査（冠動脈造影 CT、心臓超音波、ABI 等）、脳検査、PET 検査を加えたプレミ

アムドックを実施した。今年度の受診数は 14 件であった。

・新型コロナウイルスワクチン接種

国の指針に基づき、医療従事者、高齢者、基礎疾患患者及び高齢者施設職員、一般の方にワクチン接

種を実施した。

・健診システム更新

2022 年 10 月より健診システムを更新した。システム更新により、電子カルテシステムとの連携強化、

検査進捗管理の自動化、事務作業の効率化、ユーザー側のカスタマイズ範囲の拡大等の成果が得られ

た。

〈実績〉

・人間ドック受診者数の推移

（1）二日ドック受診者

（年度）コース名称 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
（2020）実績 109 109 197 224 262 259 314 282 252 151 153 188
（2021）実績 147 126 236 220 249 232 292 301 277 176 164 181
（2022）実績 140 127 246 223 243 239 257 270 259 213 198 209
（2020）一日当 5.5 6.1  9.0 11.2 13.1 13.0 14.3 14.1 12.6  7.6  8.5  8.5
（2021）一日当 7.4 7.0 10.7 11.0 11.9 11.0 13.9 15.1 13.9  9.3  9.1  8.2
（2022）一日当 7.4 7.1 11.2 10.6 10.6 12.6 12.9 13.5 13.0 11.2 10.4 10.0
（2020）累計 109 218 415 639 901 1,160 1,474 1,756 2,008 2,159 2,312 2,500
（2021）累計 147 273 509 729 978 1,210 1,502 1,803 2,080 2,256 2,420 2,601
（2022）累計 140 267 513 736 979 1,218 1,475 1,745 2,004 2,217 2,415 2,624
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（2）一日ドック受診者

（年度）コース名称 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
（2019）一日ドック 1,314 1,287 1,330 1,390 1,376 1,263 1,389 1,273 1,371 1,273 1,289 1,244
（2020）一日ドック 1,057 892 1,361 1,345 1,324 1,305 1,423 1,283 1,367 881 1,135 1,449
（2021）一日ドック 1,330 1,221 1,401 1,407 1,320 1,342 1,382 1,367 1,348 1,207 1,222 1,403
（2019）一日当 52.6 53.6 53.2 53.5 52.9 54.9 53.4 53.0 54.8 55.3 53.7 49.8
（2020）一日当 40.7 38.8 52.3 53.8 53.0 54.4 52.7 53.5 54.7 36.7 49.3 55.7
（2021）一日当 53.2 53.1 53.9 54.1 52.8 53.7 53.2 54.7 53.9 52.5 53.1 54.0
（2019）累計 1,314 2,601 3,931 5,321 6,697 7,960 9,349 10,622 11,993 13,266 14,555 15,799
（2020）累計 1,057 1,949 3,310 4,655 5,979 7,284 8,707  9,990 11,357 12,238 13,373 14,822
（2021）累計 1,330 2,551 3,952 5,359 6,679 8,021 9,403 10,770 12,118 13,325 14,547 15,950

（年度）コース名称 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
（2020）実績 1,057 892 1,361 1,345 1,324 1,305 1,423 1,283 1,367 881 1,135 1,449
（2021）実績 1,330 1,221 1,401 1,407 1,320 1,342 1,382 1,367 1,348 1,207 1,222 1,403
（2022）実績 1,342 1,248 1,414 1,378 1,389 1,228 1,132 1,266 1,280 1,238 1,302 1,480
（2020）一日当 40.7 38.8 52.3 53.8 53.0 54.4 52.7 53.5 54.7 36.7 49.3 55.7
（2021）一日当 53.2 53.1 53.9 54.1 52.8 53.7 53.2 54.7 53.9 52.5 53.1 54.0
（2022）一日当 53.7 54.3 54.4 53.0 51.4 51.2 45.3 50.6 51.2 53.8 56.6 56.9
（2020）累計 1,057 1,949 3,310 4,655 5,979 7,284 8,707  9,990 11,357 12,238 13,373 14,822
（2021）累計 1,330 2,551 3,952 5,359 6,679 8,021 9,403 10,770 12,118 13,325 14,547 15,950
（2022）累計 1,342 2,590 4,004 5,382 6,771 7,999 9,131 10,397 11,677 12,915 14,217 15,697

（3）全受診者

（年度）コース名称 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
（2019）全受診者 2,240 2,270 2,612 3,106 3,046 2,497 2,739 4,471 2,442 2,205 2,765 2,081
（2020）全受診者 1,666 1,518 2,416 3,026 2,901 2,584 2,935 4,578 2,535 1,590 2,491 2,371
（2021）全受診者 2,083 2,151 2,589 2,953 2,792 2,447 2,623 3,851 2,663 2,060 2,588 2,330
（2019）一日当 89.6 94.6 104.5 119.5 117.2 108.6 105.3 186.3  97.7 95.9 115.2 83.2
（2020）一日当 64.1 66.0  92.9 121.0 116.0 107.7 108.7 190.8 101.4 66.3 108.3 91.2
（2021）一日当 83.3 93.5  99.6 113.6 111.7  97.9 100.9 154.0 106.5 89.6 112.5 89.6
（2019）累計 2,240 4,510 7,122 10,228 13,274 15,771 18,510 22,981 25,423 27,628 30,393 32,474
（2020）累計 1,666 3,184 5,600  8,626 11,527 14,111 17,046 21,624 24,159 25,749 28,240 30,611
（2021）累計 2,083 4,234 6,823  9,776 12,568 15,015 17,638 21,489 24,152 26,212 28,800 31,130

（年度）コース名称 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
（2020）実績 1,666 1,518 2,416 3,026 2,901 2,584 2,935 4,578 2,535 1,590 2,491 2,371
（2021）実績 2,083 2,151 2,589 2,953 2,792 2,447 2,623 3,851 2,663 2,060 2,588 2,330
（2022）実績 2,146 2,219 2,670 3,035 2,895 2,344 2,254 4,216 2,450 2,140 2,789 2,471
（2020）一日当 64.1 66.0  92.9 121.0 116.0 107.7 108.7 190.8 101.4 66.3 108.3 91.2
（2021）一日当 83.3 93.5  99.6 113.6 111.7  97.9 100.9 154.0 106.5 89.6 112.5 89.6
（2022）一日当 85.8 96.5 102.7 116.7 107.2  97.7  90.2 168.6  98.0 93.0 121.3 95.0
（2020）累計 1,666 3,184 5,600  8,626 11,527 14,111 17,046 21,624 24,159 25,749 28,240 30,611
（2021）累計 2,083 4,234 6,823  9,776 12,568 15,015 17,638 21,489 24,152 26,212 28,800 31,130
（2022）累計 2,146 4,365 7,035 10,070 12,965 15,309 17,563 21,779 24,229 26,369 29,158 31,629
※全受診者数に新型コロナワクチン接種実施人数は含みません
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会議

会議名 議長 目的

運営会議 平林　和子

診療部・健康管理部・事務部の医長・主任以上が月 1 回集まり、
ドックや主要オプションなどの実績の確認、人事の報告など情報の
共有化行い、さらに現在のドック健診業務での改善点、新規オプ
ションの立ち上げ、広報活動のあり方などの検討を行う。

経営会議 小池　秀夫 相澤健康センターのミッションを達成するため、経営方針に基づ
き、センターの経営を健全かつ適正に実施することを目的とする。
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ミッション

・私達は、在宅で療養する人々の尊厳と自立を尊重し、良質な医療・介護・福祉サービスを提供する。

・私達は、かかりつけ医や関連機関と密接な連携を図り、地域在宅医療支援センターの総合力を生か

し、在宅療養を支援することで住み慣れた場所で安心して暮らせる地域創りをする。

・私達は、医療・介護・福祉の専門家として質向上と人材育成に真摯に取り組み、地域の皆様へ安全で

信頼できるサービスを提供する。

ビジョン

・「相澤地域在宅医療支援センター松本」は、相澤病院・相澤東病院との連携と協働のもと急性期・慢

性期・生活期・終末期の医療・介護ニーズに柔軟に対応出来る機能に整備し、必要なサービスが的確

に提供出来るよう事業展開する。更に中央・北部包括支援センターと密な連携を図ることで、住み慣

れた場所で安心して暮らせる地域創りに貢献し、地域包括ケアのモデル地域を目指す。

・「相澤地域在宅医療支援センターことほぎの丘」は、恵清会所属の中央南・南東部包括支援センター

と密な連携を図り、事業所規模の拡充と提供エリアの拡大を図る。また、新たな拠点として、地域の

ニーズに対応した新たな事業展開を検討する。

・「相澤地域在宅医療支援センター安曇野」は、訪問看護ステーション安曇野サテライトをステーショ

ン化し、筑北サテライトを含む独立したステ－ションとして、周辺の病院や診療所及び鳥羽医院との

連携を強化し、安曇野周辺地域・筑北村・麻績村の在宅医療を支援する。

・塩尻センター・新村センターは周辺地域における病院・診療所・自治体・包括支援センター・介護保

険事業所と連携を図り、各地域の「地域包括ケアシステム」の拠点となるべく、各センターが自立し

その地域にあった活動を展開する。各地域において、急性期医療や東病院の入院が必要な時は、地域

の窓口となり、地域を越えて慈泉会と連携する。

・新たに各センターを統括する（地域在宅医療支援センター本部）組織を創設し、各センターにおける

ヒト・モノ・カネの動きをデータ化して把握、制度改正や報酬　改定、医療・介護分野におけるマー

ケティングなど調査・分析を行い、エビデンスに基づいて管理できる人材を育成する。

1．概要

新体制を構築し、組織図の改定を行なう

・6/1　組織改定

運営管理室の設置

センター長補佐・運営管理室室長を登用し、本部機能の強化を図る

・5 ヶ所のセンターと 2 ヶ所の包括支援センターの開設

9.　地域在宅医療支援センター

センター長　水野 悦美
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・5 職種の事業展開

居宅介護支援・訪問看護・訪問リハビリ・訪問介護・通所リハビリ

・松本市の委託事業

中央包括支援センター・北部包括支援センター

2．事業計画及び実施状況

1．　支援センター松本、中央、北部包括支援センターの連携強化

5 月より隔月の定例開催を継続　中央・北部包括と共に地域への講師派遣等で相澤東病院と共に地

域活動に取り組んでいる

2．　「相澤地域在宅医療支援センターことほぎの丘」事業の定着

中央南・南東部地域包括支援センターと連携を強化し、居宅支援・訪問看護・訪問リハビリ共に新

規利用者が増え、事業の拡大が図られている

3．　訪問看護ステーションひまわり安曇野サテライト事業の整備

2023 年 4 月に向けて「相澤訪問看護ステーションひまわり安曇野」を開設し、引き続き体制を強

化する

4．　BCP 管理委員会を設置し、発災時にも事業継続できる体制を整備

「地域在宅医療支援センター自然災害 BCP 管理委員会」が発足し自然災害 BCP が整備されている

5．　各センターを統括する本部機能の強化

戦略企画室と協働し、内部・外部環境をデータ化し、各センターの自立を促し引き続き、本部機能

を強化する

今年度は安曇野地域のセンター化のデーターの集約・分析ができた

3．今後

地域在宅医療支援センターは、職員数 200 余名となり、北は坂井、筑北村から南は楢川地区まで、多く

の地域の在宅療養を支えている。

規模の拡大は受容に支えられ、大きく発展しハード面の整備に力を入れてきたが、今後は職員一人ひと

りが提供できるサービスの質が問われている。

療養する人々の尊厳と自立を尊重し、良質な医療・介護・福祉を提供し続ける。
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地域在宅医療支援センター松本

センター長　安藤 弘子

1．サービス・業務内容

相澤地域在宅医療支援センター松本は、相澤病院・相澤東病院との連携と協働のもと急性期・慢性期・

生活期・終末期の医療・介護ニ－ズに柔軟に対応出来る機能に整備し、必要なサ－ビスが的確に提供出

来るよう事業展開する。

住み慣れた場所で安心して暮らせる地域創りに貢献し、地域包括ケアのモデル地域を目指す。

2．体制

・相澤居宅介護支援事業所　：　介護支援専門員　10 名

・相澤訪問リハビリセンター：　理学療法士　8　　名作業療法士　3 名　　言語聴覚士　3 名

・訪問看護ステーションひまわり：　看護師　12 名（内非常勤　6 名）

・相澤訪問介護ステーショングリーン：　介護福祉士　11 名（内非常勤　5 名）

・相澤通所リハビリテーション歩み：　 理学療法士　4 名　　作業療法士　　3 名　看護師　1 名 

介護福祉士　8 名

・庶務：　6 名



相澤地域在宅医療支援センター松本　相澤居宅介護支援事業所 

444　　9. 地域在宅医療支援センター

相澤地域在宅医療支援センター松本　 
相澤居宅介護支援事業所

課長　齊藤 京子

1．ビジョン

〇相澤病院・相澤東病院と連携協働し急性期・慢性期・生活期・終末期の医療・介護ニーズに柔軟に対

応するために、併設する医療系事業所との連携により、ターミナルケースを含めた、医療依存度の高

い利用者への支援を強化した事業所になる。

〇中央・北部地域包括支援センターと連携し、住み慣れた場所で安心して暮らすために、本人の持って

いる力と地域との共助であるインフォーマルサービスを意識した個別性の高いケアプラン作成がで

き、地域資源を有効に活用している事業所になる。

2．サービス・業務内容

【居宅介護支援】

・利用者または家族からの依頼を受け要介護認定を受けた利用者に対し、介護保険法令の趣旨にしたが

い、居宅サービス計画作成支援と指定居宅サービス等提供確保のため、サービス提供事業者との連絡

調整を行う。

・居宅サービス計画作成後、継続的なモニタリング、プランの修正、連絡調整を行う。

【介護予防支援・総合事業対象者の受託】

・地域包括支援センターからの委託を受け、要支援認定者、総合事業対象者に対し、介護保険法令の趣

旨にしたがい、介護予防計画作成支援と介護予防サービス、日常生活支援総合事業等を適切に活用す

るために、サービス提供事業者との連絡調整を行う。

【地域での役割】

・特定事業所加算算定事業所として、地域援助・人材育成・多職種連携・多職種協働の実現に向け自ら

の役割を果たす。

【介護認定調査】

・長野県内・外の自治体や広域連合からの委託を受け介護認定調査を行う。

3．体制

・管理者（主任介護支援専門員） 　　 1 名

主任介護支援専門員　　　　　　　 6 名

介護支援専門員　　　　　　　　　 5 名

計　　　　　　　　　　　　　　　12 名

事務職員　　　　　　　　　　　　 1 名

4．実績・年度報告

2022 年度　累計実績

・実利用者数　　4︐616　名

・新規受入数　　　112　名
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・レセプト請求数　要介護：3︐155 件　要支援：913 件　ケアマネジメント A：289 件

5．学術等業績

・2022 年度長野県ケアプラン点検アドバイザー派遣事業

〈ケアプラン点検講師　派遣先〉　齊藤

・2022 年 9 月南牧村　・2022 年 10 月～12 月東御市　・2022 年 10 月～12 月松本市
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相澤地域在宅医療支援センター松本　 
ヘルパーステーション「グリーン」結部門

主任　三原 誠

1．ビジョン

1．　ヘルパーステーショングリーン結部門は、サービス付き高齢者住宅「結」グループにお住まいの利

用者様に対して、個々に合った介護サービスをより利用しやすくする為に、定期巡回や身体介護・

生活支援に於いて質の高い介護の専門職となっている。その為に月 1 回の会議の場を利用して、ス

タッフ全員で訪問介護計画書を考え作成する事で、統一したサービス提供を行える様にし、利用者

様が安心な生活を送れるよう支援する。

2．　グリーン結部門のスタッフ 3 棟（17 人）に於いて、職員の欠員が出たとしても、棟を超えた職員

同士の助け合いが出来ていて、利用者様への影響を少なくし、職員も安心して業務に入れる環境に

なっている。

2．サービス・業務内容

介護保険・介護予防サービス

・要介護・要支援者に対し、自宅に訪問して入浴・食事・排泄介助等の身体介護

・主にお一人暮らしの要介護者・要支援者に対し、自宅に訪問して調理・洗濯・掃除、買い物等の生活

援助を行う。

・要介護者に対して、通院乗降サービスを行う。

障害福祉サービス

・障害者手帳（身体・知的・児童・精神障害）をお持ちの方に対してホームヘルプサービスを行う。

介護保険外サービス

・介護保険では対応できない部分のサービスを行う。

定期巡回随時対応型訪問介護・看護

・一日を通してのこまめな訪問と緊急時の対応を行い、要介護者が安心して在宅で暮らし続けられるよ

うに平成 26 年度より開始した地域密着型のサービス。

3．体制

〈利用者管理体制〉　　複数担当制（1 人の利用者に対して複数の担当による訪問体制）

〈　休　業　日　〉　　なし

〈　職　員　数　〉　　18 名

4．実績・年度報告

実利用者数（月平均）　　　　　141 名

訪問件数　 （月平均）　　　　 3225 名

新規受入数（月平均）　　　　　　7 名

定期巡回利用者数（年間）　　　　6 名
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相澤地域在宅医療支援センター松本 
ヘルパーステーション「グリーン」在宅部門

科長　相馬 智恵

1．ビジョン

1．　ヘルパーステーション「グリーン」在宅部門は地域包括ケアのモデル地域を目指すために、相澤病

院、相澤東病院から退院される高齢者や、各居宅介護支援事業所からの依頼を断ること無く、質の

高いサービスを常に提供する。その為に、訪問看護ステーションひまわり、相澤病院訪問リハビリ

ステーションと密に連携を図り　「定期巡回・随時対応型訪問介護・看護サービス」や「障害福祉

サービス」等を柔軟に提案・提供する。また相澤病院に透析通院されている患者さんの負担を軽減

するために「通院乗降介助」のサービスを充実させ継続する。

2．　ヘルパーステーション「グリーン」は各職員が常に向上心を持ち、やりがいを持って働き続ける事がで

きる職場作りを目指す。その結果、すべての職員が利用者に寄り添った利用者本位のサービスの提供

を行う事で、地域の高齢者が住み慣れた場所で生き生きと暮らし続けられるお手伝いが出来ている。

2．サービス・業務内容

介護保険・介護予防サービス

・要介護・要支援者に対し、自宅に訪問して入浴・食事・排泄介助等の身体介護

・主にお一人暮らしの要介護者・要支援者に対し、自宅に訪問して調理・洗濯・掃除、買い物等の生活

援助を行う。

・要介護者に対して、通院乗降サービスを行う。

障害福祉サービス

・障害者手帳（身体・知的・児童・精神障害）をお持ちの方に対してホームヘルプサービスを行う。

介護保険外サービス

・介護保険では対応できない部分のサービスを行う。

定期巡回随時対応型訪問介護・看護

・一日を通してのこまめな訪問と緊急時の対応を行い、要介護者が安心して在宅で暮らし続けられるよ

うに平成 26 年度より開始した地域密着型のサービス。

3．体制

〈利用者管理体制〉　　複数担当制（1 人の利用者に対して複数の担当による訪問体制）

〈　休業日　〉　　　　なし

〈　職員数　〉　　　　12 名

4．実績・年度報告

実利用者数（月平均）　　　　 141 名

訪問件数　 （月平均）　　　　3225 名

新規受入数（月平均）　　　　　 7 名

定期巡回利用者数（年間）　　　 6 名
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相澤地域在宅医療支援センター松本　 
訪問看護ステーションひまわり

ステーション長　安藤 弘子

1．ビジョン

現在の 1 チーム体制から 2 チーム体制とすることで、宅直の負担軽減を図ると共に業務効率化を図り働

きやすく、長く働きたい事業所となる。

利用者にとっては住み慣れた地域で安心して、人生の最期までその方らしく暮らし続けることができる

ように支援するためにスタッフ全員が質の高いケアを提供できるよう、看護の質向上に努める。

2．サービス・業務内容

介護保険で要支援 1・2、または要介護 1～5 と認定された方と、医療保険に基づいて主治医の指示のも

と訪問看護を提供する。

病状観察、体調管理、健康相談、療養相談、日常生活の看護（食事、排泄、清潔ケア等）主治医の指示

に基づいた医療処置、医療機器管理、褥瘡ケア、認知症看護、在宅リハビリテーション、緩和ケア、看

取りの看護　精神看護、緊急時 24 時間対応など。

定期的なカンファレンス、多職種合同カンファレンス、サービス担当者会議、病院での退院カンファレ

ンス、主治医面談等の実施。

3．体制

〈営業日〉　月～金曜日　8：30～17：10

〈休業日〉　土日曜日　祝祭日　年末年始（必要に応じて訪問可能）

〈緊急時〉　365 日　緊急時対応体制加算契約により、24 時間連絡体制あり

〈管理体制〉　チーム担当制

〈スタッフ構成〉　常勤　　6 名　宅直あり

　　　　　　　　非常勤　6 名　宅直なし

4．実績・年度報告

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

実利用者数 207 209 215 215 216 213 217 222 236 236 238 236

新規利用者数  12  14  19  14  15  18  15  20  22  16  12  15

終了者数 　6  12  13  14  14  21  11  15 　8  16  10  17
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相澤地域在宅医療支援センター松本　 
訪問リハビリテーションセンター

主任　三崎 賢治

1．ビジョン

・「相澤訪問リハビリテーション松本」は、相澤病院・相澤東病院と連携・協働し、急性期・慢性期・

生活期・終末期の様々な医療・介護ニーズに対して質の高い医療を提供するために、リハビリテー

ションスタッフの知識・技術が統一できる教育支援体制を整えていく。また近年増えつつある「呼

吸・循環器疾患」や「小児」、「認知症」に対して専門性を持ったスタッフを育成していく。

・地域リハビリテーションの充実を図るために疾患や年齢を問わず、小児期から終末期を通して必要な

サービスが的確に提供できる事業所となっていく。そのために、行政の施策事業や地域の介護予防事

業等への積極的な参加、かかりつけ医や通所施設等との密な情報共有・交換、訪問看護ステーション

と連携した終末期での関わりの充実を図ることで地域住民も含め住み慣れた場所での生活を支えてい

く。

2．サービス・業務内容

・利用者が住み慣れた場所で「その人らしく暮らす」ために、リハビリテーションスタッフ（理学療法

士・作業療法士・言語聴覚士）が利用者宅へ訪問し、身体・生活機能の維持改善、社会参加への促進

を目的とした運動療法等の実施に加え、生活指導、療養相談等の生活支援となる訪問リハビリテー

ションを提供する。

3．体制

・「相澤地域在宅医療支援センター松本訪問リハビリテーション」に勤務するセラピストは、「訪問リハ

ビリテーションセンター」と「訪問看護ステーションひまわり」とを兼務し、サービス提供を実施す

る。また、身体・生活機能を多面的に評価できるように、一人の利用者に複数人または複数職種で関

わる複数担当制を実施している。

【営業日】

月曜日～金曜日の 8：30～17：10　　※年末年始、祝祭日は要相談

【サービス提供区域】

国道19号線より東側且つやまびこ道路より北側に位置する松本市（旧四賀村、安曇村、奈川村を除く）

【チーム構成】

1 チーム　13 名　（理学療法士 8 名　作業療法士 3 名　言語聴覚士 2 名）

4．実績・年度報告

【2022 年度実績】

・訪問件数　　　　14︐144 件

・新規利用者数　　　 202 件

・終了者数　　　　　 150 件
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【講演・講師】

・三崎　賢治　松本市自立支援型個別ケア会議　8 月 26 日（松本市）

・小川　修平　松本市自立支援型個別ケア会議　9 月 22 日（松本市）

・三崎　賢治　職員研修会講師　7 月 6 日（長野県寿台養護学校）

・三崎　賢治　校内研修会講師　10 月 17 日（長野県寿台養護学校）

5．学術等業績

安藤道彦．訪問リハビリテーション開始時の FIM スコアが介入 3 か月後の FIM 利得に与える影響．

　　第 56 回日本作業療法学会，2022 年 9 月 16 日．

安藤道彦．訪問リハビリテーション利用者に対する QOL 評価法の開発と妥当性・信頼性・実用性の検

討．

　　第 37 回長野県作業療法学術大会，2022 年 6 月 5 日．

宮下優花．純粋失読症例に対する自動車運転評価について．

　　第 23 回日本言語聴覚学会，2022 年 6 月 24 日．
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相澤地域在宅医療支援センター松本　 
相澤通所リハビリテーション「歩み」

科長　金丸 大地

1．ビジョン

利用者の定期評価から得られる情報の管理体制、内容を見直し、身体機能・生活機能の改善の度合いを

数値化、効果検証し、結果を提示することで利用者の満足度の向上につなげる。そして、得られた治療

成績を対外的（居宅介護支援事業所等）に公表、アピールすることで地域に選ばれる通所リハビリとな

ることを目指す。

松本市の介護予防事業として継続している介護予防・日常生活支援総合事業（通所型サービス C）につ

いて、通所型サービス C のあり方（事業内容、運営体制等）を見直し、地域・利用者のニーズに即し

たサービスを行い、より効果的で最適な介護予防事業に発展させ、歩みとして地域への寄与、役割を果

たす。

2．サービス・業務内容

【通所リハビリテーション】

利用者の送迎：概ね半径 5 km 以内

利用者へのサービス提供

　　　　直接的、間接的なリハビリテーションの提供

　　　　通所リハビリテーション計画書の作成

　　　　健康管理

　　　　送迎

他事業所との連携

　　　　担当者会議への出席

　　　　リハビリテーション会議の開催、運営

　　　　他事業所への情報提供

事業所外でのサービス提供

　　　　利用者と自宅や地域へ訪問（評価を目的に）

【介護予防・日常生活総合支援事業】

通所サービス C（短期集中介護予防サービス）の実施

対象：要支援者、事業対象者

利用者の送迎：概ね半径 5 km 以内

利用者へのサービス提供

運動機能、認知機能の評価

サービス計画書の作成　健康管理　送迎

他事業所との連携　担当者会議への出席　他事業所への情報提供
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3．体制

通所リハビリ

営業日：月～金　（祝日営業）　　2 F の水曜日午前除く

サービス提供時間：9 時～12 時 30 分　13 時 30 分～17 時

2 チーム性（1 F フロア、2 F フロア）

通所型サービス C

営業日：水曜日　午前（2 F フロア）

サービス提供時間：9 時～11 時 15 分

スタッフ構成

管理者　　医師　1 名

管理者代行（科長）　理学療法士　1 名

　　　　　 （主任）　作業療法士　1 名

職種状況　

　　　　理学療法士（常勤）　5 名　（非常勤）　1 名

　　　　作業療法士（常勤）　3 名

　　　　看護師（非常勤）　　1 名

　　　　介護福祉士（常勤）　8 名　（非常勤）　1 名

　　　　事務員（常勤）　　　1 名

4．実績・年度報告
＊実利用者数

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

2022 年度 229 229 223 224 217 222 223 222 224 224 224 224

＊利用実績数

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

2022 年度 1117 1205 1147 1073 1080 1102 1057 1072 1051 1009 1040 1181

＊新規利用者数

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

2022 年度 4 8 4 4 4 7 5 6 6 2 6 5

＊その他

利用者満足度調査実施

講座の実施

 4 月　種を蒔く、植物を育てる

 5 月　ひかりのモビール　ヒンメリをつくってみましょう

 6 月　スポーツ実践「ボッチャ」
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 7 月　松本検定

 8 月　「かしこい脳の使い方」認知症について

 9 月　アロマオイルで消臭剤をつくる

10 月　「スポーツ実践　モルック」

11 月　「口腔ケアについて」

12 月　「クリスマスカード・年賀状作り」

 1 月　「筆であそぶ」

 2 月　「長野県の郷土食しってますか？」

 3 月　障害者スポーツや仕事

5．学術等業績

当センターにおける活動 ･ 参加への取り組みとサービス向上のための重点課題の検討．

　　リハビリテーション・ケア合同研究大会，2022，苫小牧．
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地域在宅医療支援センター塩尻

センター長　寺澤 佑輔

1．サービス・業務内容

塩尻センター・新村センターは周辺地域における病院・診療所・自治体・包括支援センター・介護保険

事業所と連携を図り、各地域の「地域包括ケアシステム」の拠点となるべく、各センターが自立しその

地域にあった活動を展開する。各地域において、急性期医療や東病院の入院が必要な時は、地域の窓口

となり、地域を越えて慈泉会と連携する。

2．体制

塩尻診療所通所　医師　1 名

・通所リハビリテーション

管理者代行　科長（理学療法士）：1 名

看護師：1 名　理学療法士：3 名　作業療法士：2 名　介護福祉士：5 名

計 12 名

・訪問リハビリテーション塩尻

言語聴覚士：1 名（主任）　理学療法士：4 名　作業療法士：2 名

計 7 名

訪問看護ステーションひまわり塩尻事業所

ステーション長：1 名　　看護師：9 名

計 10 名

相澤居宅介護支援事業所しおじり

管理者（主任介護支援専門員）：1 名　主任介護支援専門員：3 名、介護支援専門員：1 名

計 5 名

庶務　2 名
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相澤地域在宅医療支援センター塩尻　塩尻診療所

所長　坂口 正範

1．ビジョン

在宅療養を必要とされる方が住み慣れた場所で安心して暮らせ、その人らしく「活動」や「社会参加」

が行えるように、医療・介護・リハビリテーションの視点から支援する。

2．サービス・業務内容

1．　訪問リハビリテーション、通所リハビリテーション利用者に対する診察。

2．　訪問リハビリテーション、通所リハビリテーション実施における指示。

3．　訪問リハビリテーション、通所リハビリテーション利用者のリハビリテーション会議への出席。

3．体制

常勤医師　1 名、非常勤医師　1 名

訪問リハビリテーション、通所リハビリテーションについての詳細は各部署の年報に記載。

資格

耳鼻咽喉科専門医　1 名

診察室　1 室、リハビリテーション室　1 室、面談室　1 室
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相澤地域在宅医療支援センター塩尻　 
居宅介護支援事業所しおじり

主任　寺澤 佑輔

1．ビジョン

利用者が家庭や地域などで、役割の獲得または再獲得ができるように、職員一人一人が質の向上に努

め、ケアプランに位置づける「望む暮らしの実現へ向けた支援」、「目標」を具体的に示し、利用者個々

の社会参加を促進し、「生活の質」の向上に寄与する事業所になる。

支援にあたっての知識、技術を、他事業所にも伝達することで、地域の事業所の質向上に貢献できる事

業所となる。

2．サービス・業務内容

居宅の要介護者及び地域包括支援センターからの委託を受けた要支援者、事業対象者に対し、居宅サー

ビス計画を作成するとともに、サービス事業者等との連絡調整を行う。

3．体制

・管理者（主任介護支援専門員）　1 名

・主任介護支援専門員　　　　　 3 名

・介護支援専門員　　　　　　　 1 名　計 5 名

・庶務（訪問看護、訪問リハビリ兼務）　1 名

4．実績・年度報告

・実利用者数　　2022 年度累計　1︐852 名

・新規利用者数　2022 年度累計　　 48 名

・レセプト件数　2022 年度累計

　　要介護：1︐231 件、要支援：506 件、ケアマネジメント A：35 件

5．学術等業績

寺澤（招聘者）．第 2 回松本市相談支援事業所連絡会，シンポジスト．

　　2022 年 9 月 15 日，松本市勤労者福祉センター．

寺澤．2022 年度長野県ケアプラン点検アドバイザー派遣事業，ケアプラン点検講師．

　　2022 年 8 月 17 日，松川町役場．

寺澤．2022 年度長野県ケアプラン点検アドバイザー派遣事業，ケアプラン点検講師．

　　2022 年 10 月 12 日，12 月 13 日，高森町．
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相澤地域在宅医療支援センター塩尻　 
訪問看護ステーションひまわり塩尻事業所

ステーション長　市川 由利子

1．ビジョン

障害を持ち、高度な医療ケアが必要な状態になっても、かかりつけ医や地域の医療介護福祉のチーム連

携をとり住み慣れた地域でその人らしく療養できるよう支援する。

スタッフの協働性を整備することで、より多くのニーズに対応できる事業所になる。

2．サービス・業務内容

1．　健康観察・病状観察

2．　日常生活の支援

3．　療養環境の調整・支援

4．　医師の指示による医療処置及び医療機器の管理

5．　介護相談・介護予防・認知症相談

6．　リハビリテーション

7．　ターミナルケア・終末期ケア

3．体制

〈利用者訪問体制〉

チームナーシング　担当制　緊急時 24 時間連絡対応体制 （宅直看護師 1 名＝当番制で電話連絡に 365

日 24 時間対応）

〈スタッフ構成〉

常勤看護師　4 名、非常勤看護師　6 名、理学療法士　4 名（兼務）、作業療法士　2 名（兼務）、言語聴

覚士　1 名（兼務）、事務職員　1 名

4．実績・年度報告

2022 年度実績　実利用者数（月平均）735 人

訪問件数　8814 件（うち訪問看護　6010 件）

新規利用者数　60 人　　終了者数　69 人

※訪問リハビリの実績は、訪問リハビリを参照ください。
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地域在宅医療支援センター塩尻　訪問リハビリテーション

主任　船越 友子

1．ビジョン

・訪問リハサービスの利用者が生活機能および活動・参加機会の維持・向上し、効果的な介護重度化予

防を図れるよう、地域のデイサービスやデイケアサービス、地域包括支援センターと双方向の連携が

取れるネットワークを構築する。

・利用者および家族間の療養に対する不安や悩みを共有し共感できるぴあサポートシステムを行政との

連携・協力のもとに進め、地域住民の自助・互助の情勢を支援する新たな事業を展開する。

2．サービス・業務内容

介護保険と医療保険の二つの保険を利用して、要介護者および要支援者および障害者（児）に対し、主

治医の指示の下、利用者宅へ訪問して理学療法・作業療法・言語聴覚療法の訪問リハビリテーションを

提供する。

また定期的なチームカンファレンス、他職種合同カンファレンス、サービス担当者会議、退院前カンファ

レンス、事前面談、主治医面談等の実施・参加により、チーム医療・地域包括ケアに積極的に取り組む。

なお、当センターにおいては下記の訪問リハビリテーション業務を兼務している。

相澤訪問看護ステーションひまわり塩尻事業所

塩尻診療所訪問リハビリテーション

相澤病院訪問リハビリテーションセンター

3．体制

・営業日時　　　　　　月曜日～金曜日　8：30～17：10

・サービス提供区域　　塩尻市（楢川地区を除く）、山形村、朝日村

・スタッフ構成　　　　1 チーム（7 人体制）、複数担当制

　　　　　　　　　　理学療法士　4 名、作業療法士　2 名、言語聴覚士　1 名（主任含む）

4．実績・年度報告

【2022 年度実績】

・訪問件数　　　　6102 件

・新規利用者数　　　73 件

・終了者数　　　　　74 件

【助言者】

・楯　あずさ　塩尻市自立支援型個別ケア会議　12 月 14 日（塩尻市）

・船越　友子　塩尻市自立支援型個別ケア会議　12 月 14 日（塩尻市）

【執筆】

・「地域のニーズに応え、地域共生社会を実現する　これからの訪問リハビリテーション」

羽部　知宏

『Vision と戦略』，2022 年 10 月号・11 月号
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相澤地域在宅医療支援センター塩尻　 
通所リハビリテーション塩尻

科長　朝倉 大輔

1．ビジョン

1．　我々は、生活期リハのスペシャリストとして、多職種による知識やスキルを総動員し、地域住民

（利用者）が、家庭や地域の中でやりがいや役割を持って暮らせるようにする。また、地域の介護

保険事業所と連携し、当通所リハを卒業（終了）後に利用者の社会参加が続けられる体制を作る。

2．　転倒・認知症予防等の地域勉強会を定期開催し、地域住民の健康寿命延伸に貢献するとともに、当

通所リハを広く認知してもらい、地域住民が困った時に相談できる存在となる。

　　また、当通所リハを広く認知してもらうことで新たな利用者を取り込み、地域住民の信頼を得るこ

とで当通所リハの存在意義を高め、スタッフのモチベーション向上に繋げる。

2．サービス・業務内容

・対象者：介護保険認定者（要介護・要支援）

・理学療法士、作業療法士による個別リハビリテーション

・介護福祉士等による個別に作成した自主トレーニング実施の支援、生活支援

・看護師による健康チェック、療養相談

・送迎サービス（送迎エリアは、当事業所より約半径 5 km）

3．体制

・スタッフ構成：医師　2 名、理学療法士　3 名、作業療法士　2 名、

　　　　　　　介護福祉士　5 名、看護師　1 名、庶務　1 名

・営業日：月～金（12 月 30 日～1 月 3 日を除く）

・営業時間：8：30～17：00

4．実績・年度報告

実利用者数（名）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

2022 年度 136 135 136 137 138 136 134 134 134 131 126 126

利用実績数（名）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

2022 年度 719 721 732 676 728 734 699 707 659 642 641 740

新規利用者数（名）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

2022 年度 2 1 3 2 5 3 0 2 2 2 1 0
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・利用者満足度調査実施

・居宅介護支援事業所に対する満足度調査実施

5．学術等業績

・学術発表

塩原奈々．通所リハビリテーション塩尻での棒体操の取り組み～音楽に合わせて心も身体も笑顔に～．

　　第 10 回　地域在宅医療支援センター 合同学術大会，2022 年 11 月 26 日，長野県松本市．

・地域向け勉強会開催

斎藤剛，塩原奈々，朝倉大輔．頭と体の健康体操教室．

　　2022 年 3 月 25 日，相澤通所リハビリテーション塩尻．
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相澤地域在宅医療支援センター新村

センター長　大見 喜子

1．ビジョン

・地域が私たちに求めるニーズを把握することで、地域の関連機関と協働し、住みよい街づくりをする。

・地域の医療機関と連携することで住み慣れた地域で生活が続けられるようにサービスの充実と質改善、

強化を行う。

・利用者の望む暮らしが送れるように、その方の立場に立った支援ができる事業所になる。

2．体制

【相澤居宅介護支援事業所にいむら】

介護支援専門員：5 名（常勤　4 名・非常勤　1 名）

【相澤訪問看護ステーションひまわりサテライト】

看護師：6 名（常勤　4 名・非常勤　2 名）

【相澤訪問リハビリテーション新村サテライト】

理学療法士：5 名　　作業療法士：2 名　　言語聴覚士：1 名

【庶務課】

事務員：1 名
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相澤地域在宅医療支援センター新村　 
相澤居宅介護支援事業所にいむら

主任　清水 学

1．ビジョン

地域住民から信頼され選ばれる事業所となるために、人材育成、運営基盤の強化を図り事業継続出来る

体制を整え、各地域包括支援センターとの関係性を深め住み慣れた場所で暮らしていける地域作りに貢

献する。

特に、河西部・河西部西・西部地域包括支援センターとの協力関係を強化、相澤病院との連携だけでな

く、松本市立病院との連携も強化していく。東西のラインが強化される事で盤石な居宅運営が行える体

制となっている。

2．サービス・業務内容

○営業日および営業時間帯

　営業日：月曜日～金曜日　8：30～17：10

　休業日：土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始（12 月 30 日～1 月 3 日）

○休業日、営業時間外の対応

　緊急時連絡先として携帯電話を輪番で持ち、対応できる体制にしている

・介護予防支援　要支援 1～2 と認定された方のケアプラン作成（地域包括支援センターより受託）

・総合支援事業　事業対象者と認定された方のケアプラン作成（地域包括支援センターより受託）

・居宅介護支援　要介護 1～5 と認定された方のケアプラン作成

・主治医、各サービス事業所との連携、連絡調整

・利用者へのサービス利用票の配布

・サービス事業所へのサービス提供票の配布

3．体制

介護支援専門員　5 名

〈資格〉

主任介護支援専門員　3 名、介護福祉士　4 名、歯科衛生士　1 名、社会福祉士　2 名

4．実績・年度報告

・実利用者総数　2176 名

・新規受入数　　　57 名

・終了者数　　　　62 名
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5．学術等業績

〈講師〉

森下あかね．認知症サポーター養成講座．

　　2022 年 12 月 7 日，松本市　島立小学校．
森下あかね．認知症サポーター養成講座．

　　2023 年 3 月 9 日，松本市　松島中学校
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相澤地域在宅医療支援センター新村　 
訪問看護ステーションひまわりサテライト

主任　安藤 恵子

1．ビジョン

西部地区で生活しながら療養する利用者の年齢や疾患を問わず、そのニーズに柔軟に対応し、療養及び

療養場所における意思決定支援ができるスタッフの育成を、部署内及び部署や職種の垣根を超えて行

い、地域の診療所・自治体・包括支援センターと連携し、必要に応じて慈泉会の窓口となり、質の高い

チームケアを提供する。

2．サービス・業務内容

介護保険で要支援 1～2、または要介護 1～5 と認定された方と、医療保険に基いて主治の指示のもと訪

問看護を提供する。

病状観察、体調管理、健康相談、療養相談、日常生活の看護（食事、排泄、清潔ケア等）主治医の指示

に基づいた医療処置、医療機器管理、褥瘡ケア、認知症看護、在宅リハビリテーション、緩和ケア、精

神看護、緊急時 24 時間対応など。

定期的なカンファレンス、多職種合同カンファレンス、サービス担当者会議、病院での退院カンファレ

ンス、主治医面談等の実施。

3．体制

看護師　6 名（常勤　4 名、非常勤　2 名） 

4．実績・年度報告

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

実利用者数 105 106 107 106 111 116 112 111 113 111 113 112

新規利用者数 　7 　8 　5 　2 　6  11 　4 　7 　8 　3 　7 　2

終了者数 　7 　7 　4 　3 　1 　6 　8  　8 　6 　5 　5 　3
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相澤地域在宅医療支援センター新村　 
訪問リハビリテーションセンター

科長　大見 喜子

1．ビジョン

1．　 新村サテライトが担当するエリアにおける「地域包括ケアシステム」構築に向けて、訪問リハビリ

テーション事業者が地域から求められるサービス（リハビリを通し、活動と参加に繋げるアプロー

チ）とシステムの中でセラピストに求められる事業（介護予防事業）に参画し、住みよい町作りを

支援することができる。

2．　 地域での公的な機関（公民館や福祉広場等）や他事業所（ディサービス、ショートスティサービス

など）で、勉強会を開催し啓発活動を行い、健康増進、介護予防に貢献する。

2．サービス・業務内容

・主治医の指示の下、訪問リハビリテーションを提供。利用者宅へ訪問して身体・生活機能の維持・改

善、社会参加への促進を目的とした運動療法等の直接的アプローチや生活指導、療養相談等の間接的

アプローチからなるサービスを提供している。

・訪問リハビリテーションサービスの提供およびサービス提供に必要な訪問リハビリテーション実施記

録（カルテ記載）、訪問リハビリテーション実施計画報告書の作成。

・主治医（かかりつけ医、院内担当医）、他事業所との連携業務（連絡・調整・報告）。

・訪問スケジュールの作成および居宅介護支援事業所、本人・家族等への連絡業務。

・下等級職員および異動スタッフへの業務指導・助言

・入金日誌、訪問リハセンター日誌への記載およびレセプト関連業務

・訪問業務に関わる自動車運転および車両管理

・「リハビリテーション会議」の開催、ケアプランの中でのリハビリテーションマネジメント

3．体制

勤務するセラピストは、相澤病院訪問リハビリテーションセンター新村サテライトと訪問看護ステー

ションひまわりサテライトリハビリテーション科を兼務し、サービスを提供している。また、身体・生

活機能を多面的に評価できるように、一人の利用者に理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が複数人で

関わる複数担当制を採用している。

理学療法士：5 名　　作業療法士：2 名　　言語聴覚士：1 名

【院外資格】

・介護支援専門員：2 名

・福祉住環境コーディネーター 2 級：3 名 

・呼吸療法認定士：3 名

・介護予防推進リーダー：2 名

・地域包括ケア推進リーダー：3 名

・AHA︲BLS インストラクター：1 名

・認定訪問療法士：2 名
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4．実績・年度報告

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

初回訪問数
2021 年度 　6 　6 　6 　9 　2 　6  15 　6  11 　6 　6  12 　91

2022 年度 　6 　8 　3 　9 　7 　6  10 　7  13 　5 　8 　6 　88

終了者数
2021 年度 　3 　8  11 　7 　5 　7  12 　9 　5 　3  11  11 　92

2022 年度  11 　7 　8 　4 　9 　4 　7 　5 　6 　6 　6  14 　87

訪問件数
2021 年度 601 568 589 590 561 593 565 606 613 569 564 623 7042

2022 年度 552 572 597 588 655 654 634 662 633 611 639 761 7558

5．学術等業績

畑中真悟．在宅リハビリテーション　～注意障害・記憶障害等への支援方法　家事・趣味的活動の再獲

得プロセス　拘縮予防～．

　　訪問看護師等専門研修，長野県松本市，2022．8．6．

近藤晃永．コロナウイルス蔓延防止のための，高齢者住宅への入場制限による入所者への影響　―職員

への意識調査―．

　　リハビリテーション・ケア合同研究大会　苫小牧 2022，北海道苫小牧市，2022．9．30．
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相澤地域在宅医療支援センター　ことほぎの丘

センター長　白木 小百合

1．サービス・業務内容

恵清会所属の中央南・南東部　包括支援センターと密な連携を図り、事業所規模の拡充と提供エリアの

拡大を図る。

新たな拠点として、地域のニーズに対応した新たな事業展開を検討する

2．体制

対象地域：松本市の南側エリア

　　松本市出川から南側　および村井、今井、空港東付近を主とする

訪問看護ステーションひまわりことほぎの丘サテライト

　看護師：　6 名

居宅介護支援事業所松本みなみ

　介護支援専門員：　5 名

訪問リハビリテーションことほぎの丘サテライト

　理学療法士：　4 名

　作業療法士：　3 名

　言語聴覚士：　1 名

庶務課：

　事務員：　1 名
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地域在宅医療支援センターことほぎの丘　 
相澤居宅介護支援事業所松本みなみ

主任　松下 美佐子

1．ビジョン

業務の基盤となる研修体制と、職員のワークライフバランスに柔軟に対応できる体制を構築し、相澤病

院及び相澤東病院と連携を強化することで、特定事業所加算Ⅰがいつでも算定できる体制を整える。

南東部地域包括支援センターが主催する地域ケア会議への参加や、恵清会所属事務所と合同の研修を継

続し、地域課題の解決に向けて参画でき、地域に定着した事業所になる。

2．サービス・業務内容

〇営業日および営業時間帯

営業日：月曜日～金曜日　8：30～17：10

休業日：土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始（12 月 30 日～1 月 3 日）

〇休業日、営業時間外の対応

緊急時連絡先として携帯電話を輪番で持ち、対応できる体制にしている

・介護予防支援　要支援 1～2 と認定された方のケアプラン作成（地域包括支援センターより受託）

・総合支援事業　事業対象者と認定された方のケアプラン作成（地域包括支援センターより受託）

・居宅介護支援　要介護 1～5 と認定された方のケアプラン作成

・主治医、各サービス事業所との連携、連絡調整

・利用者へのサービス利用票の配布

・サービス事業所へのサービス提供票の配布

3．体制

介護支援専門員　6 名（うち常勤　6 名）

庶務（訪問看護、訪問リハビリテーション兼務）　1 名

4．実績・年度報告

2022 年度　累計実績

・実利用者数　　1796 名

・新規受入数　　　64 名

・レセプト請求数　要介護：1336 件　要支援：311 件　ケアマネジメント A：85 件

5．学術等業績

〈ケアプラン点検派遣先〉

・2021 年 1 月 14 日・2 月 10 日　塩尻市

・2022 年 1 月 17 日　塩尻市
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地域在宅医療センターことほぎの丘　 
訪問看護ステーションひまわり　ことほぎの丘サテライト

主任　柴宮 愛

1．ビジョン

地域のサービス事業所と連携を取りながら利用者・家族の意向に沿った看護を提供することで、利用者

から信頼され、スタッフがやりがいを感じながら働く事で活気あるステーションとなる。

2．サービス・業務内容

健康管理、日常生活の看護（食事　排泄　清潔ケア）、療養相談、療養指導、

主治医の指示による医療処置（カテーテル管理　褥瘡処置　点滴　服薬支援等）、

医療機器管理、緩和ケア、認知症の看護、療養相談、在宅リハビリテーション、

緊急時 24 時間対応など

3．体制

〈営業日〉　月～金曜日　8：30～17：10

〈休業日〉　土日曜日　祝祭日　年末年始（必要に応じて訪問可能）

〈緊急時〉　365 日　緊急時対応体制加算契約により、24 時間連絡体制あり

〈管理体制〉　チーム担当制

〈スタッフ構成〉　常勤　　4 名　宅直あり

　　　　　　　　パート　2 名　宅直なし
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地域在宅医療支援センターことほぎの丘　 
訪問リハビリテーション

科長　白木 小百合

1．ビジョン

・中央南、南東部地域包括支援センターが管轄する地域課題の情報収集を行い、リハビリテーションに

対するニーズを把握し、対応できる事業所として地域へ貢献している。

・リハビリテーションに関する相談窓口の対象を拡大し、さまざまな事業所からの相談に対応し、実績

を積み重ね情報発信することで地域に信頼され、地域リハビリテーションの中心的な地位を築き選ば

れる事業所となる。

2．サービス・業務内容

介護保険と医療保険の二つの保険を使用して、要介護者および要支援者、障害者（児）に対し、主治医

と連携を図り、利用宅へ訪問して身体・生活機能の維持改善、社会参加への促進を目的とした運動療法

等の直接的アプローチや生活指導、療養相談等の間接的アプローチを実践する。

3．体制

スタッフ配置数

理学療法士　4 名（科長含む）　　作業療法士　3 名　　言語聴覚士　1 名

＊訪問看護ステーションひまわりことほぎサテライトと兼務し、医療度の高い利用者に対しても問看護

師等と連携しながらリハビリテーションを提供している。

訪問リハ担当医の往診補助

診療のため科長もしくはスタッフ 1 名が補助する

訪問エリア

松本市の南側エリア

松本市出川から南側　および村井、今井、空港東付近

4．実績・年度報告

2022 年度

　 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計数

利用者数 115 118 117 114 123 129 136 136 134 141 140 131

新規依頼数  14  10  11  14  11  12  12  10  13 　3 　7  10 127

初回訪問数  15  10 　8 　3  17  11  11  12 　8  11 　3 　9 118

終了者数  14 　9  10 　6 　9 　2 　7 　3 　7 　4 　4  18  93

【講師】

・白木小百合　松本市自立支援型個別ケア会議　　7 月 13 日（松本市）

・橋口彬典　　松本市自立支援型個別ケア会議　　6 月 24 日（松本市）
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相澤地域在宅医療支援センター安曇野

センター長　西牧 俊介

1．サービス・業務内容

訪問看護ステーション安曇野サテライトがステーション化することで利用者をはじめ、関連機関からの

全てのニーズ、特にターミナルケア等医療依存度の高い方への支援やリハビリとの連携を強化しての重

度化予防に重点を起き、迅速・柔軟に対応できる体制を構築する。

通所リハビリテーションあずみのを拠点に利用者や関連機関、地域の方々との交流や啓発活動を目的と

した「Ai カフェ」や健康教室等対外活動を通し、事業所やサービスの知名度向上にてサービスの利用

拡充に繋げるとともに、地域に根ざした事業所を目指す。

利用者の視点に立った多職種協働、かかりつけ医や関連機関との「顔の見える連携」を心がけたサービ

ス提供にて、利用者と関連機関、地域からの信頼を高め、安曇野地域周辺の災害支援や地域包括ケアシ

ステム構築に貢献できる事業所となる。

2．体制

【訪問看護ステーションひまわり安曇野サテライト】

看護師　6 名（常勤　3 名・パート　3 名）

【訪問看護ステーションひまわり筑北サテライト】

看護師　1 名（常勤）

【訪問リハビリテーション安曇野サテライト】

理学療法士　6 名（常勤）、作業療法士　4 名（内パート　1 名）、言語聴覚士　1 名（常勤）

【通所リハビリテーションあずみの】

医師　1 名、理学療法士　4 名（常勤）、作業療法士　2 名（常勤）、介護福祉士　4 名（内パート 1 名）、

看護師　1 名（パート）

【居宅介護支援事業所あずみの】

介護支援専門員　5 名（常勤）

【庶務課】

事務員　2 名（内パート　1 名）
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相澤地域在宅医療支援センター安曇野　 
相澤居宅介護支援事業所あずみの

主任　西牧 俊介

1．ビジョン

・併設されている訪問看護ステーション、訪問リハビリテーションセンター、通所リハビリテーション

との連携を強化し、総合力を活かしたサービスを提供し、ターミナルケア等医療依存度の高い利用者

への支援や重度化予防に特化した事業所となる。

・災害対策（利用者個々の発災時の準備）や地域のニーズに応じた対外活動（Ai カフェや通所リハビ

リの対外活動に協力等）を通して関連機関や地域との関係を構築し、また地域課題の抽出にも繋がる

地域ケア会議に積極的に参画することで安曇野市北部（穂高・有明）地域で地域包括ケアシステムの

一端を担える事業所となる。

2．サービス・業務内容

総合事業対象者や要支援、要介護といった介護認定を受けた方に対するケアプラン作成のほか、地域の

かかりつけ医や関連機関、併設の訪問看護ステーション・訪問リハビリテーションセンター・通所リハ

ビリテーションセンターと連携を図りながら、多職種協働のケアマネジメントを提供する。

主な業務内容

総合事業、介護予防支援

総合事業対象者、要支援 1・2 の方のケアプラン作成　（地域包括支援センターより受託）

居宅介護支援

要介護 1～5 の方ケアプラン作成

3．体制

営業日：月曜日～金曜日　8：30～17：10

対応地域：安曇野市全域・松本市旧四賀地区（生坂村・麻績村・筑北村は要相談）

常勤：5 名、合計　5 名

4．実績・年度報告

実利用者数 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

2022 年度 189 192 185 195 201 202 197 190 186 181 185 178

新規 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

2022 年度 4 5 8 12 9 5 3 3 6 3 5 1

終了 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

2022 年度 1 3 14 2 2 4 7 9 12 7 2 8
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5．学術等業績

〈講師〉

西牧　俊介．ターミナルケア研修会．

　　安曇野市居宅部会研修会，2022 年 6 月 9 日．

〈学術発表〉

岡本　輝乃．「誰かいてほしい」と言う思いに寄り添って．

　　相澤地域在宅医療支援センター学術大会，2022 年 11 月 26 日．
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相澤地域在宅医療支援センター安曇野　 
相澤訪問看護ステーション　安曇野サテライト

主任　横内 とみ子

1．ビジョン

利用者が住み慣れた場所でその人らしく安心して最期まで暮らせるよう、かかりつけ医、関連医療機

関、他職種との連携をはかり重度化予防、ターミナルケアの充実を図る。

訪問看護ステーション安曇野サテライトをステーション化し、筑北サテライトを含む独立したステー

ションとして、周囲の病院や診療所、および鳥羽医院と連携を図り、安曇野周辺地域、筑北村、麻績村

の在宅医療を支援する

2．サービス・業務内容

介護保険で要支援 1・2 または要介護 1―5 と認定された方と、医療保険に基づいて主治医指示のもと訪

問看護を提供する

病状観察、体調管理、健康相談、療養相談、介護相談、日常生活上の看護（食事、排泄、清潔ケア等）

医師の指示に基づいた医療処置、医療機器管理、褥瘡ケア、認知症看護

在宅リハビリテーション、緩和ケア、看取り看護、精神看護、緊急時 24 時間対応など

定期的なカンファレンス、多職種合同カンファレンス、サービス担当者会議、病院での退院前カンファ

レンス、主治医面談などの実施

3．体制

営業日：定期サービス提供時間は月～金曜日の 8 時 30 分～17 時 10 分

休業日：土日、祝日、年末年始（必要に応じて訪問可能）

緊急時：365 日・緊急加算契約対象者に対して宅直による 24 時間連絡体制あり

看護体制：チーム担当制

スタッフ構成：常勤　5 名　宅直あり　　非常勤：2 名　宅直なし

4．実績・年度報告

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

実利用者数 102 106 108 114 116 114 118 114 113 117 115 116

新規利用者数 　6 　7  11 　8  12 　6 　6 　6 　7  10 　7 　7

終了者数 　8 　3 　9 　2  10 　8  10  10 　8 　6 　9 　6
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相澤地域在宅医療支援センター安曇野　 
相澤通所リハビリテーションあずみの

主任　山﨑 慎也

1．ビジョン

安曇野センターの他部署と協同して、通所リハビリのハード、ソフトの両面を生かした “健康教室” や

“健康相談窓口” を地域住民に向けて開催し、フレイル予備軍の早期発見と予防に繋げ、健康寿命延伸に

貢献することで、安曇野北部地域における地域包括ケアシステムの介護・予防事業を担う事業所になる。

利用者の自立度向上、満足度向上に繋がる良質かつ楽しいリハビリテーションを提供し、卒業しても自

分らしい生活が続けられるように、他の介護サービス事業所との連携を密に行う。先を見据えたマネジ

メントを行うことで利用者の循環を図り、地域の Needs に対して迅速かつ適切なリハビリテーション

を提供する事業所になる。

2．サービス・業務内容

・対象者：介護保険認定者（要介護・要支援）

・理学療法士、作業療法士によるリハビリテーション

・介護福祉士等による個別に作成した自主トレーニング実施の支援

・アクティビティによる生活リハビリテーション

・（園芸、家事動作、手芸など）

・送迎サービス（送迎エリアは、当事業所より約半径 5 km）

3．体制

医師　1 名、理学療法士　4 名、作業療法士　2 名、介護福祉士　4 名、看護師　1 名

資格

・キャラバンメイト：1 名

・国際 PNF 協会認定コースⅢB　修了：1 名

・介護予防推進リーダー：1 名

・地域包括ケア推進リーダー：1 名

・フレイル対策推進マネジャー：1 名

・介護労働者雇用管理責任者講習　修了：1 名

・理学療法士臨床実習指導者講習会　修了：2 名

・転倒予防指導員：1 名

・介護予防運動指導員：1 名
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設備・機器

・作業訓練用キッチン

・屋外訓練用園芸スペース

・送迎車

・ミニバン（車椅子対応）：1 台

・軽自動車（車椅子対応）：1 台

・軽自動車：3 台

・AED：1 台

・低周波治療器：3 台（エスパージ、NM-F1、IVES）

・全身エクササイズマシーン：3 台

・ホットパック：6 枚

・ドクターメドマー：1 台

4．実績・年度報告

実利用者数

2022 年度
（／人）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

110 108 111 116 117 124 119 109 111 114 115 118 1372

利用実績数

2022 年度
（／件）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

526 552 571 486 579 613 592 353 518 507 526 629 6452

新規利用者数

2022 年度
（／人）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

10 1 7 6 8 5 2 2 6 6 5 3 61
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相澤地域在宅医療支援センター筑北

センター長　西牧 俊介

1．サービス・業務内容

相澤地域在宅医療支援センター筑北には「訪問看護ステーションひまわり筑北サテライト」があり、訪

問看護、訪問リハビリのサービスを展開している。

2．体制

訪問看護ステーションひまわり筑北サテライト（訪問看護・訪問リハビリテーション）

　訪問看護 1 名常駐。リハビリスタッフは相澤地域在宅医療支援センター安曇野と兼務。
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相澤地域在宅医療支援センター筑北 
相澤訪問看護ステーションひまわり　筑北サテライト

センター長　西牧 俊介

1．ビジョン

・利用者が住み慣れた場所でその人らしく安心して最期まで暮らせるよう、かかりつけ医、関連機関、

多職種との連携をはかり重度化予防、ターミナルケアの充実を図る。

・訪問看護ステーション安曇野サテライトをステーション化し、筑北サテライトを含む独立したステー

ションとして、周辺の病院や診療所、および鳥羽医院と連携を図り、安曇野周辺地域、筑北村、麻績

村の在宅医療を支援する。

2．サービス・業務内容

介護保険で要支援 1・2、または要介護 1～5 と認定された方と医療保険に基づいて主治医の指示のもと

訪問看護を提供する。

病状観察、体調管理、健康相談、療養相談、日常生活の看護（食事、排泄、清潔ケア等）主治医の指示

に基づいた医療処置、医療機器管理、褥瘡ケア、認知症看護、在宅リハビリテーション、緩和ケア、精

神看護、緊急時 24 時間対応など。

定期的なカンファレンス、他職種合同カンファレンス、サービス担当者会議、病院での退院カンファレ

ンス、主治医面談等実施。

3．体制

訪問看護ステーションひまわり筑北サテライト（訪問看護・訪問リハビリテーション）

訪問看護 1 名常駐。リハビリスタッフは相澤地域在宅医療支援センター安曇野と兼務。

4．実績・年度報告

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

実利用者数 16 16 16 18 20 17 19 18 19 20 21 21 221

新規受入数  3  1  3  3  4  1  4  1  2  3  2  2  29

終了者数  3  1  3  1  2  4  2  2  1  2  1  2  24

ターミナルケア加算 　 　  2  1  1 　  1 　  1 　  1 　 　7
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相澤地域在宅医療支援センター安曇野・筑北　 
訪問リハビリテーション

主任　藤澤 美幸

1．ビジョン

①センター安曇野の訪問看護師・ケアマネジャーとの情報交換を密にし、訪問リハビリ適応者を早期に

発見しタイミングを逸することなく介入できる仕組みを構築することで、ターミナルケア等の医療依

存度の高い利用者が安心して暮らせる地域創りに貢献する。

②安曇野市北部地域からの信頼を高め、顔の見える関係性作りを強化し、地域に根ざした事業運営を持

続させるために、安曇野市が進める介護予防・健康増進事業に積極的に協力するとともに、地域住民

とリハビリ専門職が交流できる機会を増やすための新規事業を模索する。

2．サービス・業務内容

〈訪問リハビリテーションサービス〉

・訪問看護ステーションひまわり安曇野サテライトや筑北サテライト、または訪問リハビリテーション

センター安曇野サテライトから、主治医の指示に基づき、利用者様宅を訪問する。

・訪問時には、運動療法や動作練習、環境整備等の手段を用い、在宅での生活支援や活動支援、社会参

加等、利用者様のニーズに沿った幅広い生活支援を目的とした、リハビリテーションサービスを提供

する。

・主治医や担当ケアマネジャー、他の関連機関との面談やカンファレンス、報告書・計画書の作成と情

報提供等を用いた連携を図る。

・訪問リハビリテーション介入にて目標達成し軽快終了となった場合、終了から約 1 ヶ月後に利用者様

宅を訪問、生活機能の評価を行い、今後 3 ヶ月間の機能維持が可能な状態か判断する。

〈訪問リハビリテーションの相談窓口〉

・訪問リハビリテーション利用者以外の方を対象に、訪問リハビリテーションの必要性や住宅改修、ケ

アプラン策定に対する助言等を行う。

3．体制

【職員体制】

理学療法士　7 名　　作業療法士　4 名（主任　1 名）　　言語聴覚士　1 名

・月曜～金曜を営業日とし、安曇野市、生坂村、筑北村、麻績村、松本市四賀地区（※ 他のエリアは

要相談）の利用者様宅を訪問する。

・1 名の利用者に対し、複数担当制をしいている。
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4．実績・年度報告

　 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計/平均

新規依頼件数

2020  11  12  15 　6  13  10 　7  14  10 　6  10 　13 　127

2021 　7  11 　9  15 　7 　6 　9  11  12 　9 　8 　18 　122

2022  11 　8  17  12  14 　9 　8  11 　7  17 　7 　16 　137

初回訪問件数

2020 　7 　9  12  12  12 　8 　8  11  18 　4  10 　 9 　120

2021 　9 　8  10  15 　9 　6 　5 　5 　9 　9 　7 　10 　102

2022  13 　7  13  15 　7  11 　6  11 　9 　6  12 　 9 　119

終了件数

2020  11 　8  13  16 　3  12 　9 　8  17 　6  10 　14 　127

2021 　5  15  10 　7 　6  10  14  15  11 　5 　9 　 6 　113

2022 　7 　9 　9 　6 　7  10 　8 　7  12 　9 　6 　12 　102

実利用者件数

2020 160 161 160 158 163 162 161 165 164 162 162  157  1935

2021 157 152 152 160 161 157 148 149 148 152 150  154  1840

2022 160 159 161 171 172 172 170 174 171 169 175  172  2026

訪問件数

2020 895 842 916 904 815 922 914 900 927 800 793  901 10529

2021 883 809 812 851 842 852 795 840 798 772 762  893  9909

2022 834 888 893 869 960 910 871 853 867 852 870 1016 10683

5．学術等業績

【学会発表】

小林巧．非麻痺側に着目してアプローチを展開した結果歩行が獲得できた脳卒中重度片麻痺の一症例．

　　第 20 回　日本訪問リハビリテーション協会学術大会 in 長﨑 2022，6 月 4 日～5 日．
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松本市中央地域包括支援センター

センター長　岡本 雅義

1．ビジョン

「松本市中央地域包括支援センター」は、相談・支援の窓口として、包括職員の専門性を活かし、地域

住民・行政・関係各機関、また地域在宅医療支援センター松本・相澤東病院・相澤病院と地域課題を共

有し、その課題の解決のために連携することで、「地域包括ケアシステム」の深化を進め、地域に暮ら

す、すべての人々の「身体的・精神的・社会的に健康な状態」と、その人らしく暮らせる社会、「地域

共生社会」の実現を目指す。

2．サービス・業務内容

松本市からの委託事業であり、厚生労働省の施策を基に松本市が策定した介護保険事業計画・高齢者福

祉計画に基づき地域包括ケアの深化、地域共生社会の構築を目指し活動を展開する。運営は、地域包括

支援センター業務委託仕様書および運営協議会の指針に沿って実施する。活動地域は松本市より指定を

受けた地区、第一・第二・中央・東部・白板地区の 5 地区とする。

基本業務

1　包括的支援事業

⑴　介護予防ケアマネジメント業務

⑵　総合相談支援事業

⑶　権利擁護事業

⑷　括的・継続的ケアマネジメント支援業務

⑸　在宅医療・介護連携の推進に関する業務

⑹　生活支援サービスの体制整備に関する業務

⑺　認知症施策の推進に関する業務

2　介護予防・日常生活支援総合事業

3　指定介護予防支援事業

4　多職種協働による地域包括支援ネットワークの構築

5　その他、松本市が指示する業務

⑴　地域ケア会議開催等に関する業務

⑵　認知症地域支援推進員に関する業務

⑶　重層的支援体制整備事業に関する業務

⑷　センターを適切に運営するために必要な業務

⑸　各種審議会、協議会、研修会等への参加

⑹　松本市が主催する研修会等への参加

⑺　認知症サポーター養成講座に関する業務

⑻　ステップアップ講座に関する業務

⑼　もの忘れ相談会に関する業務

⑽　松本市が必要と認める業務
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3．体制

主任介護支援専門員　1 名、保健師　2 名、社会福祉士　1 名

資格

主任介護支援専門員　1 名、保健師　2 名、社会福祉士　2 名、看護師　1 名、助産師　1 名、

介護福祉士　1 名、精神保健福祉士　1 名、公認心理士　2 名、認知症ケア専門士　1 名、

キャラバンメイト　4 名（重複あり）

4．実績・年度報告

相談支援実績

対応件数

相談件数 虐待対応 成年後見 認知症対応

532（1︐919）件 4（19）件 10（39）件 96（302）件
※（　）内は延数 2023．3 月末

ケアプラン作成数

介護予防 ケアマネジメント A ケアマネジメント B 総計

直営  27 12 1  40

委託 203 72 0 275

合計 230 84 1 315
2023．3 月末

研修会・会議等開催実績　※（　）内は開催回数

中央地域包括支援センターが開催した研修

中央包括エリア内多職種連携研修会（1）、中央包括エリア内ケアマネジャー勉強会（2）

地域ケア会議（5）、個別地域ケア会議（4）、自立支援型個別ケア会議（3）

サポーター養成講座（3）
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松本市北部地域包括支援センター

センター長　洞 純平

1．ビジョン

生活圏域での地域包括ケアを有効に機能させるために、民生委員や二層コーディネーター等との連携

（地域のネットワーク）を強化することで、住民自らが課題解決できる仕組みをつくり、そこで解決で

きない、緊急性・専門性の高い課題に対して、三職種がそれぞれの専門知識や技能を十分に発揮してい

る。更に、地域在宅医療支援センター松本との連携や出前講座等（慈泉会のネットワーク）を活用する

ことで、松本市北部エリア独自の地域包括ケアを確立している。

2．業務内容

【介護予防ケアマネジメント業務】

・特定高齢者の把握

・介護予防ケアプラン作成

・自立支援型個別ケア会議の開催

・介護予防に資する基本的な知識の普及啓発

【総合相談業務】

・主に 65 歳以上の方への総合相談、支援

・相談内容に応じた各関係機関への振り分け

・地域包括支援ネットワーク構築、実態把握

【権利擁護業務】

・高齢者虐待の防止および対応

・消費者被害の防止および対応

・判断能力を欠く状況にある人への支援

【包括的、継続的マネジメント支援業務】

・地域の人材育成や社会資源の把握

・専門職と住民組織等のネットワークづくりの推進

・個々の介護支援専門員へのサポート（地区介護支援専門員対象の勉強会の開催）

・地域ケア会議の開催

・地区の多職種による全体研修会の開催

【介護予防支援業務】

・指定介護予防支援事業所として要支援者のケアマネジメントの実施

【認知症施策の推進業務】

・認知症ケアパスの運用

・認知症サポーター養成講座の開催

・オレンジ（認知症）カフェ開設、運営支援

・物忘れ相談会の開催
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3．体制

主任介護支援専門員　2 名、保健師　1 名、社会福祉士　2 名

※松本市規定に基づく

4．実績・年度報告

【相談件数】　2744 件

【ケアプラン直接作成数】　1020 件

【ケアプラン委託作成数】　3740 件
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運営管理室

室長　森本 豪浩

1．ビジョン

運営管理室は支援センター全事業所の運営状況（ヒト・モノ・カネ）をデータ化すると共に各統括者と

分析・評価し、制度改正や報酬改定を踏まえた新たに取り組むべき課題を明確にして、各統括者の意思

決定を支援する。

運営管理室は慈泉会本部の「戦略企画室」と協働し、地域の医療・介護・福祉に関する調査・分析を行

い、ニーズに対応する経営戦略を立案して地域在宅医療支援センターの経営が安定出来る様に支援する。

2．サービス・業務内容

地域在宅医療支援センター（松本、塩尻、新村、安曇野、ことほぎの丘）の全ての事業所に対して運営

管理の支援と共に、各種法令に則った届出・申請、また新規事業における企画・調査、車両管理や契約

管理など多岐にわたる事業所運営の管理業務を担っている。

1.　文書管理業務

・規程管理

・契約書等管理

2.　契約業務

・各種事業所運営における契約管理

3.　施設基準管理業務

・各種法令規則に則った届出・申請

・届出に必要な情報収集

・各部署への情報提供

・各部署への加算算定の維持・推進

・行政指導への対応

4.　運営企画業務

・目的・課題の明確化

・情報収集

・資料作成

・プレゼンテーション

・アクションプランの作成

5.　外部報告・アンケート関連業務

・定期的な外部報告・更新への対応

・外部調査・アンケート依頼への対応

6.　受付事務業務

・職員招聘受付

・稟議書受付

・受託実習生受付

・購入申請書受付
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・小口現金受付

・名刺発注

・公印申請

7．　車両管理業務

・車両管理

8．　電話等通信機器管理業務

・携帯電話管理

9．　建築・修繕管理務

・建築・修繕工事

3．体制

地域在宅医療支援センター長 運営管理室

【構成】

室長 1名

主任 1名

4．実績・年度報告

・訪問看護ステーションひまわり安曇野開設

・地域在宅医療支援センター事業所別損益計算書策定

・規程管理・届出申請

・行政指導対応

・外部アンケート調整・対応

・受付事務業務

・車両管理業務
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庶務部門

部門長　森本 豪浩

1．ビジョン

・庶務課職員は、1 人で複数のサービス事業所の保険請求業務が出来る様に職能を磨き、いかなる場合

においても保険請求業務が滞りなく算定出来る体制を構築して、地域在宅医療支援センターの経営を

支える。

・庶務課職員は、地域から選ばれる事業所を目指すため常に業務を見直し、医療・介護・福祉の専門職

がサービス提供に注力出来る環境を整える。

2．サービス・業務内容

支援センター松本、支援センター塩尻、支援センター新村、支援センター安曇野に勤務する庶務課業務

1．　事業所の運営支援業務

・来客、電話受付、物品管理・物品請求など

・介護支援専門員支援業務

・通所リハビリ受付・事務

・診療所受付、医療保険請求業務

2．　保険請求業務

・介護保険、医療保険請求、自立支援法支援費

・利用料金の収納管理

3．　届出、報告に関する業務

・介護保険、医療保険他公官庁への届出、報告業務

・支援センターの業務活動とスタッフに対し、法令遵守されているか確認及び指導

・訪問、送迎車両管理

・交通安全指導及び交通事故発生時の対応

・その他地域在宅医療支援センター各部署に属さない業務

3．体制

庶務部門長庶務部門会議

庶務　松本

庶務　塩尻

庶務　新村

庶務　安曇野

庶務　ことほぎの丘
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会議

会議名 議長 目的

運営会議 水野　悦美

地域在宅医療支援センター内の全ての事業所（訪問看護・訪問
リハビリ・居宅介護支援・訪問介護・通所リハビリ）の管理者
及び各センター長が参加し、支援センターの運営に必要な事項
を伝達・審議・決定する

経営会議 水野　悦美

地域在宅医療支援センターの運営において、慈泉会より各部長
の参加の元、収支報告・事業計画の進捗・各センターの報告を
行い、運営における方向性の確認と新たな指示を受ける（年３
回開催）



10. 医学研究センター　　489

ミッション・ビジョン

時代に則した、学術的レベルの高い医療の提供を目指した臨床研究を奨励し支援するとともに、厚労省

が定める臨床研究指針に従い臨床研究を審査・モニタリングする。

・倫理指針に沿った質の高い研究。

・日常臨床の中から発想される研究。

・国内大規模研究に協力して行う研究。

・研究の適切な管理。

・患者安全と医療の質の改善を継続して行うため、不断の努力を行う。

・研究を厳正かつ公正に施行し信頼される結果を公表できる体制を構築する。

1．概要

1.　社会医療法人財団慈泉会（以下「当会」という。）に所属する研究者（以下「研究者」という。）が

行う臨床研究（「治験」を除く）について、『人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指

針』（令和 3 年 6 月 30 日施行、厚生労働省（以下「倫理指針」という。）の趣旨に沿って適正に行

われることを目的に、当会で実施される臨床研究の倫理審査および臨床研究の実施に関する重大な

変更等について審査を行う。

2.　委託者から支払われる研究経費の配分に関し、研究内容によっては配分の割合を決定する。

3.　研究責任者から、毎年一回（前年度分を 4 月末まで）、臨床研究の進捗状況並びに有害事象及び不

具合等の発生状況について報告書の提出を求める．委員会は当該臨床研究の継続の適否について審

査を行い、審議の結果を文書にて相澤病院長に報告する。

4.　研究責任者は、当該臨床研究を終了又は中止したときは報告し、その結果について委員会にて審

議・評価する。なお、モニター項目は臨床研究実施終了（または中止）報告書に記載している、被

験者数、有害事象件数、学会発表、論文発表等とする。

5.　取得した同意書及び同意撤回書の控えは医学研究センター事務局にて保管することとする。

6.　臨床研究計画及び臨床研究の成果、委員会の手順書、委員名簿並びに会議の記録及びその概要を作

成し公表する。

7.　臨床研究に関連する必要事項を厚生労働省・文部科学省の ｢ 研究倫理審査委員会報告システム ｣ に

登録する。

8.　審査は臨床研究倫理審査委員会にて行い、当該委員会は毎月 1 回開催される。

〈構成・提供体制〉

センター長　1 名、臨床研究倫理審査委員会　委員　計 13 名

※庶務は、倫理審査委員会事務局（医学研究センター事務局）にて行っている

10.　医学研究センター

特任センター長　橋本 隆男
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〈構成〉

橋本隆男（医学研究センター　特任センター長）

小林茂昭（医学研究センター　顧問）

古川正光（医学研究センター　主任）

有賀三奈（医学研究センター　事務員）

臨床研究倫理審査委員会の構成

委員長　　　　橋本　隆男（医学研究センター長）

副委員長　　　菊池　二郎（副院長）

委　員　　　　宮田　和信（相澤東病院　院長）

　　　　　　　三島　　修（がん集学治療センター長）

　　　　　　　伊藤　信夫（臨床検査センター顧問）

　　　　　　　北澤　和夫（副院長）

　　　　　　　中野　和佳（薬剤センター中央薬剤業務課課長）

　　　　　　　赤羽　茂康（相澤病院　事務長）

　　　　　　　丸山　　勝（医療介護福祉安全推進部　統括部長）

　　　　　　　久保田嘉信（弁護士）

　　　　　　　塚原　正子（外部委員）

　　　　　　　内川小百合（外部委員/専門学校長）

　　　　　　　大和　正博（外部委員）

2．年度報告

新規研究審査実績（新規開始、有害事象報告）

2022 年度　臨床研究倫理審査委員会審査　14 件、迅速審査　44 件、承認件数合計　58 件
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研究目的及びミッション

脳機能画像および PET による脳全身の分子イメージングを用いて、各種疾患の臨床研究を行うことに

より、疾患の早期診断・適切な治療への貢献をめざす。また、研究成果については、学会での発表や学

術雑誌への投稿を行うとともに、積極的な情報発信を行い、他の医療機関との連携を行うことで、地域

医療や医学の発展に寄与することをめざす。

1．概要

研究所は、次に掲げる事業を行うものとする。

1.　脳疾患や脳機能の診断や病因解明、および治療方法の開発に係わる臨床研究

2.　全身を対象とした、PET を用いた分子イメージングによる疾患の診断や病因解明、および治療方

法の開発に係わる臨床研究

3.　国、地方自治体、大学及び他の医療機関、民間企業等との共同研究及び受託研究

4.　講演会、シンポジウム及びセミナー等の開催による研究成果の普及

5.　その他この研究所の目的を達成するために必要な事業

2．年度報告

以下の臨床研究を実施した。

1.　PiB-PET を用いた認知症診断の確立

2.　アミロイド PET を用いたアミロイドーシスの診断、重症度評価、治療介入効果判定に関する研究

（信州大学と共同研究）

3.　適時適切な医療・ケアを目指した、認知症の人等の全国的な情報登録・追跡を行う研究

（ORANGE-MCI）（全国共同研究、まつもと医療センターと共同研究）

4.　脳腫瘍診断における、メチオニン PET と MRI CEST イメージングとの比較と有用性の検討

以下の学会発表等を行った。

①　学術論文）

1）　Takahashi Y, Oguchi K, Mochizuki Y, Takasone K, Ezawa N, Matsushima A, Katoh N, Yaza-

ki M, Sekijima Y. Distribution and progression of cerebral amyloid angiopathy in ear-

ly-onset V30M （p. V50M） hereditary ATTR amyloidosis.

　　　　Amyloid. 2023 Mar；30（1）：109-118.

2）　Oguchi K, Katoh N, Mochizuki Y, Takahashi Y, Ueno A, Takasone K, Sekijima Y. Reduction 

of cardiac AL amyloid deposition after complete response visualized by PiB-PET imag-

ing. Amyloid. 2023 Mar；30（1）：138-139.

11.　脳画像研究所

所長　小口 和浩
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3）　Yomo S, Oda K, Oguchi K. Effectiveness of immune checkpoint inhibitors in combination 

with stereotactic radiosurgery for patients with brain metastases from renal cell carci-

noma: inverse probability of treatment weighting using propensity scores.

　　　　J Neurosurg 2022 Oct 28；1-90

4）　Koizumi K, Sato H, Ebitani M, Kaneko K, Oguchi K, Hashimoto T. Acute cerebral mi-

crobleeds at the edge of lacunar strokes: cause or result.

　　　　Neuroradiol J 2022；35：408-411.

②　学会発表）

1）　髙橋佑介，小口和浩，望月祐介，高曽根健，江澤直樹，松嶋聡，加藤修明，矢崎正英，関島良

樹．Progression and distribution pattern of cerebral amyloid angiopathy in hereditary 

ATTR amyloidosis patients visualized by 11C-PiB-PET imaging.

　　　　XVIII. INTERNATIONAL SYMPOSIUM ON AMYLOIDOSIS （4TH - 8TH SEPTEM-

BER 2022 HEIDELBERG）. ※Presidential Award　受賞

2）　髙橋佑介，小口和浩，望月祐介，高曽根健，江澤直樹，松嶋聡，加藤修明，矢崎正英，関島良

樹．ATTR 型脳アミロイドアンギオパチーの臨床的特徴およびアミロイド沈着の分布と進展．

　　　　第 9 回日本アミロイドーシス学会学術集会，2022 年 10 月 16 日．

3）　髙橋佑介，小口和浩，望月祐介，高曽根健，江澤直樹，松嶋聡，加藤修明，矢崎正英，関島良

樹．ATTR 型脳アミロイドアンギオパチーの臨床的特徴およびアミロイド沈着の分布と進展．

　　　　 第 41 回日本認知症学会学術集会/第 37 回日本老年精神医学会　［合同開催］，2022 年 11

月 25 日～27 日　※ 2 学会合同奨励賞　受賞

4）　小口和浩，加藤修明，関島良樹，伊藤敦子，金子貴久子．遺伝性 ATTR アミロイドーシス治

療による心臓 PiB 集積の変化．

　　　　第 62 回日本核医学会学術総会，2022 年 9 月 9 日，京都国際会議場．

5）　小口和浩，四方聖二，水口功一，金子貴久子，伊藤敦子．脳腫瘍の定位放射線治療後の再発診

断における MRI CEST 画像とメチオニン PET の比較．

　　　　第 52 回日本神経放射線学会，2023 年 2 月 17 日，東京都日経ホール．
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12.　相澤健康スポーツ医科学センター

センター長　青木 啓成

ミッション

我々は医療・スポーツ分野で培った経験と知識を生かし、地域の皆様がより長く元気で活躍できるよ

う、健康づくりと予防医療に貢献する。

ビジョン

・スポーツ医科学の知識と経験を駆使し、アスリートからスポーツ愛好家まで幅広い方々のスポーツ活

動をサポートすることで活力ある地域の創造に寄与する。 

・社会背景や地域ニーズを見極め、体力科学・栄養面等から健康寿命延伸を支援し、予防医療分野にお

いて個別性の高い健康増進サービスを提供する。 

・慈泉会の各事業体はもとより、行政や健康産業、企業との連携をはかることで地域環境を活かした健

康サポートネットワークを構築する。 

・医療・介護・健康分野において、専門性の高いサービスを提供するための人財育成の一端を担い地域

医療の発展に貢献する。

1．概要

【サービス内容】

JAMS の目標は「人生における満足度向上をサポートする」ことである。そのために、スポーツ医科

学・運動器リハの経験、栄養管理などをベースとした個別性の高い健康増進サービスを地域の中高齢

者、アスリート（ジュニア世代を含む）、スポーツ愛好家に対して提供する。

サービス内容については下記の通りである。

・コンディショニング

スポーツ専門の理学療法士がコンディションをチェックし、ケガをしにくい健康な身体作りをサポー

ト。

・体力向上サポート

アスリートの専門的な体力・持久力測定、中高年者向けの簡易的な体力測定。

・パーソナルトレーニング

トレーナーが個人の目標に合わせトレーニングや有酸素運動などの提供。

・チームサポート・トレーニング

長野県内のプロチーム、高校、企業と契約しトレーニングやコンディショニングサポート。

・栄養サポート

相澤病院と連携し、管理栄養士による食事やバランスに対するアドバイス。
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・アンチドーピングサポート

相澤病院と連携し、スポーツファーマシスト（薬剤師）による市販薬などのドーピングに関わる講座

など。

【構成・提供体制】

専属理学療法士（PT）　4 名

兼務理学療法士（兼務　相澤病院スポーツリハ科）　7 名

パーソナルトレーナー　2 名

サイエンスコーディネーター　1 名

資格

理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー・スポーツプログラマー、JATI 認定

特別上級トレーニング指導者、NSCA 認定-CSCS

設備・機器

治療ベッド 3 台、ポータブルベッド、スミスマシン、トレーニング機器、体力測定機器、

ワットバイク 2 台、公用車 2 台

2．年度報告

2022 年度サービス実績

サービス内容 件数 サービス内容 件数

コンディショニング 1732 チームサポート 119

相澤フィットネス  239 チームトレーニング 280

パーソナルトレーニング  304 ― ―

・学校法人松商学園と連携協定を結び（2022 年 4 月）、松商学園高等学校の総合コース約 100 名のコン

ディションチェックと運動指導を実施し、運動選手の障害予防を実施した。

・2028 年の長野県国体開催に向け、選手の強化を進めるため長野県競技力対策本部より業務委託を受

け（2022 年 7 月）、「動作解析による強化システム構築事業」を長野県工業センターと連携して実施

した。

・体力低下の要因を分析し、個人に適した運動指導を行う「体力ドックシステム」を商標登録ならびに

特許出願を行った。
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ミッション

・私たちは、安全性と効率性に優れたリハビリ施設管理の仕組みを創造し、中国の患者・医療・社会の

多様なニーズに応える。

・私たちは、「知識・技術・情熱」を備え、高い倫理観を持って行動できる医療関連人材を育成する。

・私たちは、日中の医療交流の架け橋となり、良質で安全な医療サービスの提供に貢献する。

・私たちは、透明性と生産性が高い経営を行い、中国における事業を継続・発展させる。

ビジョン

・これまでの中国における経験と人脈を活かして中国国内でのリハビリ事業の横展開を行う。

・急性期・回復期・生活期まで一貫した効果的で効率的なリハビリを提供する仕組み作りと人材育成を

行い、中国における日本式（相澤式）リハビリモデルを構築する。

・相澤病院の職能評価を導入し、患者が最善且つ速やかに回復できるリハビリ医療を提供するための知

識・技術・マインドを持ち、スタッフの教育ができるリーダーを育成する。

・日本での治療や健診を希望する中国人のニーズに応えるための、訪日治療支援事業を更に拡充させ、

患者の健康と連携機関に貢献する。

1．概要

事業内容

・中国国内医療機関のリハビリ部門の管理運営

・リハビリ技術指導

・訪日治療支援

体制

理学療法士　1 名（慈泉会からの出向）、看護師　2 名（現地採用）、事務職員　1 名（現地採用）

〈資格〉

日本国理学療法士免許　1 名、日本国看護師免許　2 名

2．年度報告

実績

・北京夏徳医療科技有限公司との戦略連携契約締結

・現地合弁会社、北京慈相医療科技有限公司設立（広州市、海南省リハビリ事業開始）

・南昌大学医学部リハビリ科のリハ技術指導（科瑞集団顧問契約）

・訪日医療支援事業

13.　相澤（北京）医院管理有限公司

董事長　大塚 功
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活動報告

・第三回上海国際高齢者リハビリフォーラム「日本の超高齢化社会とリハビリ医療の役割」（2022 年 9

月）

・高齢者介護分野における日中間の実務協力セミナー「日本の地域完結型医療養老結合モデルとリハビ

リテーション」（2022 年 9 月）

・北京労働保障職業学院　講義「介護技術と生活リハビリ」（2022 年 10 月～11 月計 6 回）

・北京第二外国語学院　講義「中国と日本のリハビリ医療の現状と未来」（2022 年 11 月）
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14.　慈泉会本部

本部長　中島 光章

ミッション

・慈泉会ミッションを達成するため、慈泉会の中核組織として本部各部の緊密な連携の下に、各事業体

の経営が適切に行われるよう管理・統制・支援を行い、慈泉会全体としての総合力を最大限に発揮で

きるよう、適切なガバナンスを行う。

・慈泉会全体の経営戦略を、必要な情報入手と分析の下に策定、実施する。

・社会医療法人の責務を果たすべく、必要な調整機能を働かせる。

・理事会・評議員会の適時適切な開催により、経営の健全性を確保する。

・収支バランスを適正に保ち、財務体力を強化、資金調達を適切に行う。

以上により、慈泉会の健全且つ、スピード感のある成長発展を図る。

ビジョン

・各事業体の運営について、適時的確な報告・連絡・相談機能を働かせ、共に慈泉会ビジョン達成のた

めに活動し、慈泉会全体としての健全な発展を期す。

・適時的確に情報を入手し、その分析・評価を行って経営戦略を立案し、時を失することなく的確な資

源投下に結びつける。

・デジタル化の推進により、データを収集・分析し、情報として有効活用するとともに、従来の手法・

プロセスを見直し、効率的な業務プロセスへの移行とコストの適正化を実現する。

慈泉会のビジョンを実現していくために、本部役職員は自らの革新を達成する。
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コンプライアンス室

主任　丸山 勇

1．ビジョン

慈泉会の社会規範、人としての規範、会に定める規則を遵守し、あるべき姿が保たれるように、外部へ

委託（監査・相談窓口）の他に組織内（慈泉会内）にコンプライアンス室を設ける。

コンプライアンス室は、監査及び相談窓口の設置による対応により、異常事態の予防と発見に努め、慈

泉会自らコンプライアンスを高めていくことに貢献する。

2．サービス・業務内容

・慈泉会内部監査規程に準じた監査の実施

・監査結果から必要に応じて最高経営責任者に提言書の提出

・ハラスメント、不正等相談窓口

・コンプライアンスに関する教育への協力

3．体制

主任　1 名

資格

　医療情報システム監査人（補）・医療情報技師・個人情報保護士　1 名

4．実績・年度報告

【監査】

・診療部研究費管理規程

・組織・職務管理規程

・手順（手順に関するアンケート）

・医療情報システムの安全管理に関するガイドラインへの準拠

【提言】

・診療部研究費について

・組織・職務管理規程について

・医療情報システムの安全管理について

【研修】コンプライアンス研修

対象：新・中途入職者

方法：集合研修

【研修】ハラスメント研修

対象：慈泉会全職員

方法：外部講師　集合研修（役職者）　3 回

e-ラーニング（一部役職者及び役職者以外）
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【その他】

・改正個人情報保護法に関する規程整備及び運用に関する助言

・情報資産保護に関する助言

・医療・介護情報システムに関する規程及び運用に関する助言



秘書室

500　　14. 慈泉会本部

秘書室

室長　小山 明英

1．ビジョン

・慈泉会各事業体、部門、部署と連携し、理事長への経営・運営の報告・連絡・相談が円滑に行えるよ

う橋渡し的機能を発揮するとともに、理事長の方針や意向を関係者に速やかに伝達し、ベクトルを合

わせたスピード感のある業務運営に貢献する

2．サービス・業務内容

〈理事長〉

⑴　理事長秘書業務に関すること

・外部機関・団体（日本病院会、日本人間ドック学会、厚生労働省、VHJ 機構・研究会、全国病院

経営管理学会、長野県、各保健所　他）との連絡窓口、電話及び来客対応、予定表作成、スケ

ジュール調整（院内外）、出張手配、講義資料データ更新、書類管理、理事長室環境整備

⑵　慈泉会公文書受付、採番管理（慈泉会・理事長・開設者宛）

⑶　慈泉会理事長名での慶弔対応

⑷　外部事務局業務に関すること（長野県日本病院会支部・長野県透析医会）

・日程調整（会議、総会、講演会等）、案内作成、資料作成、議事録作成、会費請求・管理、会員施

設担当者とのメール連絡・問合せ窓口、会員勧誘

⑸　お中元・お歳暮に関すること

・発送先リスト作成、品物選び、発注・発送作業、受け取り簿作成、お礼状発送

⑹　年賀状・暑中見舞い・各種挨拶状に関すること

・発送先リスト作成、喪中リスト作成（医療連携センターと情報共有）、ハガキ作成・発送、受け

取った年賀状・暑中見舞い各種挨拶状の仕分け

〈相澤病院長〉

⑴　相澤病院長秘書業務に関すること

・外部機関・団体との連絡窓口、電話及び来客対応、スケジュール調整（院内外）、出張手配、書類

管理、相澤病院長室環境整備

⑵　運営報告管理

⑶　相澤病院長名での慶弔対応

〈その他〉

⑴　代表メールアドレス（理事長・相澤病院長・秘書室）に届いたメールの処理

⑵　慈泉会理事、理事会・評議員会に係る庶務業務

3．体制

室長　1 名、室員　1 名
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経営戦略部

統括部長　相澤 克之

1．体制

・戦略企画室、広報企画室、Dx 推進室、国際課

2．実績・年度報告

・「ビジョン推進達成制度」を開発し、2022 年 4 月より運用を開始。

・改正障害者差別解消法で求められる不当な差別的扱いの禁止及び合理的配慮の提供に対し、当会が適

切に対応するための「改正障害者差別解消法対応手順」の原案を立案し、運用等を品質戦略部に移

管。

3．学術等業績

学会発表

村山幸照．リハ専門職が職場に定着するためにリーダーが果たすべき役割．

　　第 72 回　日本病院学会，2022 年 7 月 7 日 .

講演依頼

村山幸照．なぜ、間接的介入のあるべき姿を考えるのか？

　　全国病院経営管理学会リハ専門委員会　令和 4 年度報告会，2022 年 9 月 30 日．

執筆依頼

村山幸照 . 当院におけるリハセラピスト部門の管理運営の実際―2015 年から 2021 年―．

　　相澤病院医学雑誌 20，pp23-38，2022．
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経営戦略部　戦略企画室

室長　武井 哲也

1．ビジョン

1.　 的確な情報収集とデータから、外部環境、顧客・競合関係、内部環境を分析・評価し、取り組むべ

き課題を明確にする。その上で、経営戦略を立案し、経営幹部の意思決定を支援している。

2.　 関係者の動機付けのため、戦略の意義を共有し、事業計画として具体化して、計画を実践している。

3.　 現場からの提案・相談に対し、慈泉会本部組織として、自ら積極的に介入し、調整機能を働かせ改

善・改革を支援する。

2．サービス・業務内容

【理事会・評議員会運営業務】

役員会が円滑に実施できるよう、調整を行うと共に、各種庶務を担う。

【ビジョン推進達成制度関連業務】

事業体長へミッション・ビジョンの見直し等の確認を行うと共に、必要に応じて周知する。

事業体のビジョンと各部署のビジョンの連鎖、事業体の方針・戦略・課題等との関連を考慮し、有効

な目標が策定されるよう支援する。

プロファイル・ビジョン・目標設定に関する企画・必要書類の作成を実施し、実行を指示する。策定

期間中は適宜、進捗管理を行う。

【事業計画策定・管理業務】

理事長・事業体長との協議により、事業計画の策定・経営会議での検討と周知を行う。実行に際し、

進捗を管理する。

予算・業績指標の策定を支援し、実績を管理する。

【プロジェクト管理業務】

プロジェクトチーム事務管理を行い、進捗を管理する。

【戦略企画業務】

最適なフレームワークを決定し、内部環境分析・外部環境分析により、目的・課題を可視化する。関

係者間での協議と具体的なアクションプランにより、実行を支援する。

【運営指標管理業務】

運営指標の追加・修正・更新等を行う。

定期的に分析・評価を実施し、必要に応じ、具体的な改善策を提言する。

【病院運営関連業務】

次年度の年間計画、日々の運営において課題が発生した際の検討・指示、体制の見直しに関する各種

対応を実施する。

【会議運営業務】

関連する会議が円滑に実施できるよう、調整を行うと共に、残務処理を行う。

【行政関連業務】

行政機関との調整、指導・監査への対応、必要な報告等を計画的、且つ不備無く実施する。
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【外部調査・アンケート関連業務】

外部調査・アンケート依頼への対応窓口となり、適切に実施されるよう調整する。

自部署が主幹部署となる調査に、不備・遅滞なく実施する。

【外部機関関連業務】

VHJ からの依頼・問合せへの対応

GHC 社コンサルタント

その他の外部機関との調整

3．体制

4．実績・年度報告

・慈泉会役員会の開催

・法人経営会議の開催

・医業収入戦略会議の開催

・年始式開催

・慈泉会運営指標の作成・更新

・病院報告・精神科病院月報への対応

・行政・医療関連団体による調査対応

・その他、アンケート・調査対応

・事業計画策定・進捗管理

・ビジョン推進達成制度の導入・運用

・コンサルティング会社との定期ミーティング開催

・VHJ 職員交流研修会

5．学術等業績

〈寄稿〉

　武井哲也．フラット型組織でスピード感のある運営を実践する．

　　　看護のチカラ，2022 年 6 月 15 日．

〈演題発表〉

　武井哲也．～拡大期～DPC 制度導入とクリニカルパス．

　　　第 6 回信州クリニカルパス研究会，2022 年 9 月 10 日．
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経営戦略部　DX 推進室

室長　西村 直樹

1．ビジョン

戦略的な DX 推進により、各事業体で抱える健診・医療・介護分野の課題を解決し、患者・利用者・職

員の満足度を高め、新たな価値を提供する。

2．サービス・業務内容

〈院内 DX 推進業務〉

・慈泉会 DX 遂行方針の策定

・DX 遂行に資する情報基盤の整備

・ICT 導入に伴う運用策定の支援・助言

・ICT リテラシーの向上に資する情報発信

〈外部機関との対外交渉業務〉

・行政等、他団体とのデジタル化推進に関する検討・企画・共同

〈官公庁等から発出される政策に関する情報収集業務〉

・必要な情報を収集・分析し、関係部署とともに具体的なアクションプランを策定

〈DX 推進室定例ミーティングの企画・運営〉

・DX 推進室への依頼案件の精査及び受諾可否の検討

・推進案件の進捗管理

・新規企画案の提案・協議・計画立案

3．体制

・人員構成　室長 1 名　推進役 1 名

・保有資格

室長：運動器認定理学療法士、脳卒中認定理学療法士、物理療法認定理学療法士、3 学会合同呼吸療

法認定士、日本糖尿病療養指導士、骨粗鬆症マネージャー、ICLS インストラクター、地域ケア会議

推進リーダー、協会指定管理者研修（初級）、協会指定管理者研修会（上級）

推進役：医療安全管理者、診療情報管理士、日本形成外科専門医・指導医、日本創傷外科専門医、日

本乳房オンコプラスティックサージャリー学会責任医師、JPTEC インストラクター、臨床研修指導

医、看護師特定行為研修指導者
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4．実績・年度報告

・DX 遂行に資する情報基盤の整備（院内不感知対策）

・業務用スマートフォン（iPhone）の導入

・AI 画像診断装置導入に向けての支援

・AI 問診導入に向けての支援

・PHR サービス導入準備

・RPA の開発支援、保守、管理、運用

・Web 問診システム導入に向けての業務フロー見直し支援

・塩尻市 MaaS 連絡協議会への参画

・脳波計システム導入に関する運用策定支援

・日本光電部門システム導入に関する運用策定支援

・フクダ電子部門システム導入に関する運用策定支援

・心電計 Wifi 接続に向けた運用策定支援

・リブレ View データ管理システム導入及び運用策定支援

・ケアリンクTM システム導入及び運用策定支援

・「結」グループの公式 LINE 導入及び運用策定支援

・「結」グループとの電子カルテシステム統合に向けた支援

・Shiftmation 導入支援

〈講演〉

・西村直樹：「RPA による業務自動化とは？～病理診断報告書のモニタリング業務の自動化～」．

　　2022 年度第 1 回中信支部講習会，2022 年 9 月 17 日．

・西村直樹：「RPA による業務自動化とは？～病理診断報告書のモニタリング業務の自動化～」．

　　2022 年度第 1 回中信支部講習会，2023 年 1 月 14 日．

〈取材〉

・医療タイムス 2023 年新春特別号「医療 DX」



経営戦略部　国際課

506　　14. 慈泉会本部

経営戦略部　国際課

課長　海老原 功

1．ビジョン

在留外国人が安心して暮らし、外国人観光客の急な傷病にも対応できるよう、中信エリアにおける外国

人診療の拠点的な医療機関として地域を支える。

・慈泉会内において、多職種で外国人診療について議論できる場を設けたり、外国人職員の協力を得る

などして、外国人患者受入れ体制の継続的な改善を行う。

・中信エリア内において外国人診療連携医療機関ネットワークを構築している。外国語対応可能医療機

関（言語・診療科・診療時間など）の把握、リストの作成、訪問や意見交換を行い、中信エリアでの

外国人患者対応体制を強化する。

2．業務内容

1）　外国語通訳

・国際課職員による医療通訳（英語・中国語）

・医療通訳タブレット（34 言語対応）の院内配置

・医療通訳アプリ、遠隔医療通訳の業者選定と契約

2）　外国語（英語・中国語）翻訳及び左記言語の日本語翻訳

・患者依頼による医療情報、事務文書等の翻訳

・診療書類等の翻訳

・説明書や同意書等の患者理解のための翻訳

3）　外国人患者向け医療コーディネート（英語・中国語・日本語）

・電話問合せ対応

・メール問合せ対応

・治療目的渡航者の対応

・健診目的渡航者の対応

・訪日外国人旅行者等の対応

4）　外国人職員就職支援及び就職後の支援

・外国人留学生育成プログラム説明会開催

・外国人のための相澤病院 就職説明会開催

・在留資格関連事務

・所属長と職員との面談支援

5）　海外からの研修受入

・研修依頼の窓口

・研修生の滞在に必要な移動・宿泊先等の手配

・査証の申請関連

・研修生滞在中の生活等支援

・通訳及び翻訳
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6）　海外からの見学受入

・海外からの見学依頼の窓口

・見学中の通訳、院内案内など

7）　外国人患者対応体制に関わる依頼対応

・他の医療機関等からの訪問や見学の依頼

・外部での講演依頼

・厚生労働省　医療国際展開推進室からの依頼

・日本医療教育財団からの依頼

・メディカル エクセレンスジャパンからの依頼

8）　外国人患者を対象とした病院認証等の事務局

・JIH（Japan International Hospitals）7 月 20 日、オンライン更新受審、9 月 21 日付で推奨更新（3

年間）

・JIH（Japan International Hospitals）2021 年度分　定期実績報告

・JMIP（外国人患者受入れ医療機関認証）2021 年度分　定期実績報告

9）　外国人診療に関わる各種補助金事業の実施

・令和 4 年度 医療通訳者、外国人患者受入れ医療コーディネーター配置等支援事業

・令和 4 年度 地域の医療の充実を通した外国人受入れ推進のための体制構築支援事業

・令和 4 年度 長野県新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業

3．体制

課長　1 名（英語）、担当　4 名（英語　2 名、中国語　2 名）

4．実績・年度報告

・外国人患者の外来 1,507 件、入院 68 件を受け入れた（陽子線治療患児の外来 16 件含む）。

・国際課職員による通訳対応件数は、中国語 452 件、英語 254 件であった。

・医療通訳タブレットによる MELON アプリ遠隔医療通訳では、110 件で 1498 分、ポルトガル語、英

語、タイ語の順で利用された。

・MELON の機械翻訳では、10,517 回の翻訳が利用された。翻訳は、英語へ 6,483 件、日本語へ 1,873

件、タイ語へ 471 件、ベトナム語へ 449 件翻訳された。

・医療通訳タブレットの遠隔医療通訳 my mediphone アプリは、10 件で 3 時間 18 分の利用があり、ウ

ルドゥー語 8 件、英語 1 件、ヒンディー語 1 件の順で利用された。

5．学術等業績

〈厚生労働省、有識者委員〉

海老原功．令和 4 年度　医療費の不払い等の経歴がある訪日外国人の情報の管理等に関する仕組みの

運用支援業務．

　　2022 年 8 月 25～2023 年 3 月 31 日，委員会はオンライン．

海老原功．令和 4 年度 医療コーディネーター育成研修事業．

　　2022 年 9 月 21 日～2023 年 3 月 31 日，委員会はオンライン．
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〈講演〉

海老原功．トヨタ財団採択プロジェクト ワークショップ「医療機関における円滑な医療通訳 OJT 実

施のために」．

　　東京大学医学部附属病院，2022 年 9 月 10 日，オンライン．

海老原功．ウェルネスツーリズム セミナー．

　　長野県インバウンド推進協議会，2022 年 10 月 12 日，オンライン．

海老原功．令和 4 年度　外国人患者受入れに資する医療機関認証制度等推進事業「JMIP 取得医療機

関から学ぶ訪日外国人患者対応の基礎．

　　厚生労働省，2022 年 11 月 22 日，オンライン．
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経営戦略部　広報企画室

室長　寺澤 大治

1．ビジョン

「慈泉会があってよかった」という安心感を持ってもらうために、あたたかみと信頼のある情報発信を

できる仕組みが整えられている。

2．サービス・業務内容

・広報（パブリシティ）

プレスリリースの配信／取材対応／会見などメディア向けイベントの企画と進行管理

・広告・宣伝（制作）

純広告や CM の企画と管理／番組や記事広告の企画と管理

・オンライン

ウェブサイトの企画と管理、情報更新／イントラネットの管理と情報更新／動画の企画と管理／

SNS の配信と管理／社内報の制作と管理

・イベント

出前講座の企画と進行管理／見学の進行管理／その他の主催イベントや外部イベントの企画と進行管

理、協力

・その他

年報の制作と管理／パンフレットなどの企画と管理／外来モニターの管理／社内行事の撮影と記録

3．実績・年度報告

・広報（パブリシティ）

小平奈緒さんのラストレースおよび現役引退にあたり、記者会見等を実施。（2022 年 4 月 12 日、10

月 3 日、10 月 27 日）

医療と観光を組み合わせた事業促進に関する連携協定調印式を実施。（2022 年 6 月 27 日）

abn 長野朝日放送「信州のがん最前線」で「進む医療　選べる時代に」を放送。（2022 年 9 月 23 日）

abn 長野朝日放送「信州のがん最前線」で「AYA 世代　自分らしく明日へ」を放送。（2023 年 2 月

23 日）

SBC 信越放送「信州の医療最前線」で「自分らしく生きる～がんを知り、向き合う～」を放送。

（2023 年 3 月 12 日）

相澤病院の個人情報漏洩に関する記者会見を実施。（2023 年 3 月 29 日）

・広告・宣伝（制作）

小平奈緒さんのラストレースにあわせた広告を出稿。（2022 年 10 月 22 日）

FM 長野 Oasis79.7 で月一コーナー「未来の自分に健康投資！ドクターに聞く健診の話」を開始。

（2023 年 3 月～）

相澤健康センターのラジオ CM を開始。（2023 年 3 月～）

・オンライン

外科専攻医求人の特設ページを公開。（2022 年 6 月 22 日）
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相澤健康センターに単独検診を追加。（2022 年 8 月 1 日）

・イベント

企業の社員向け健康講座や教育現場でのがん教育、キャリア教育を実施。

・その他

サービス付き高齢者向け住宅「結」10 周年に合わせたリブランディングの一環として、ロゴやパン

フレット等を制作。

2021 年度の年報を上梓。（2023 年 3 月 29 日）



﻿
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品質戦略部

部長　菊池 二郎

1．ビジョン

・現場が主体的に、自身の問題として QI に取り組む基盤を整えることを目的として、医療・サービス

の状態を可視化し、現場へのフィードバック・問題点の検討及び改善支援を行う

2．サービス・業務内容

・医療・サービスの質向上制度の運用・管理

・障害者対応支援関連業務

・患者報告アウトカム関連業務

・慈泉会医療介護福祉安全管理会議事務局業務

3．体制

部長：1 名　　副部長：1 名　　推進役：2 名　　事務職員：1 名
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情報システム部

部長　米山 弘

1．ビジョン

戦略的に業務プロセスの効率化を進めると共に、医療情報システムのセキュアで安定的な環境を構築

し、職員の業務環境と医療サービス提供の質を向上させる

・DX ツール（RPA、SSIScope、ワークフロー等）を活用し、業務プロセスの見直しや作業効率を高

める事で全体コストの最適化を進める

・システム面でのサイバーセキュリティの対策強化と同時に、内在リスクの把握と評価・改善を運用に

反映させ、組織としてセキュリティ環境を強化する

2．サービス・業務内容

・院内システムにおけるヘルプデスク対応

・クライアント・関連機器・プリンタ故障修理対応

・クライアントセットアップ作業

・マニュアル・ドキュメント作成

・電子カルテシステム設計・管理 

・介護システム設計・管理

・マスタ保守管理

・プログラム検証・展開

・データ抽出、クエリ作成

・プログラム開発、改修（Access､VB.net）

・開業医向けシステム設定・障害対応

・画像（PACS）システム設計・管理

・院内外のネットワーク設計・管理

・インターネット環境・設計管理

・セキュリティ設計・管理

・診療書類システム設計・管理

・診療書類作成、管理

・データ活用環境構築

・サーバー運用管理・修理対応

・e ラーニングコンテンツ作成指導

・電子カルテ操作トレーニング（医師・看護師）

3．体制

9 名（部長　1 名、主任　1 名、スタッフ　7 名）

3 シフト制（通常　8：50～17：30　　早番　8：00～16：40　　遅番　10：00～18：40）

365 日通常勤務者常駐、夜間はオンコールによる緊急対応体制
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4．実績・年度報告

システム導入・更新

・電子カルテ環境 HCI 移行

・モバイル電子カルテ導入

・インターネットサーバー更新

・ファイルサーバー更新

・勤務管理システム導入

・フロアスイッチ更新

対応実績

・情報システム導入 ･ 変更対応件数：432 件

・電子カルテベンダー問合せ件数：1745 件

・ヘルプデスク問合せ対応件数：4187 件
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カスタマーサポート部

統括部長　丸山 勝

1．ビジョン

・患者・利用者・職員にとって、安全で安心な医療を提供できるよう、多種多様なニーズと問題解決に

向けた支援を適時適切に行い、継続的な質改善活動を行っている。

2．サービス内容

・各事業体・部署からの相談・支援

・苦情・ご意見対応、管理

・医事紛争対応

・迷惑行為対応

・未来院患者対応

・虐待対応（児童・高齢者・障害者虐待及び配偶者からの暴力（DV））

・安全情報の収集、立案、情報提供

・安全管理に関する教育の立案・実施、教育支援

3．体制

〈構成〉

統括部長　1 名、推進役　2 名（兼務　1 名）

〈資格〉

病院経営管理士　1 名、診療放射線技師　1 名、診療情報管理士　1 名

4．実績

項目 2022 年度

相談・支援 246 件

苦情・問い合わせ報告  96 件

ご意見箱（投書） 112 件

5．学術・研修

平賀久則．サイバー犯罪の流行手口と対策．

　　第 10 回　長野 HKO 研修会，2023 年 1 月 19 日，松本．

平賀久則．暴力団対策法に基づく不当要求防止責任者講習．

　　長野県暴力追放県民センター，2023 年 2 月 16 日，小諸



﻿
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総務部

統括部長　田多井 克弘

1．概要

私たち総務部は、利用者さんや利用者様へ直接サービスを提供する部署や、現場スタッフをバックアッ

プする部署である。私たちはそれぞれの立場で質の高い医療・介護サービスを提供するとともに、安全

で快適に過ごせる療養環境を提供することを目指している。そのために私たちが大切にする行動指針

は、次のとおりである。

・業務の場面に応じ、自部署の顧客は誰なのか（患者さん、ご利用者様、お客様、職員、お取引先様

等）を明確にしたうえで、自由な発想と創造性により「顧客の期待を上回る感動のサービス」を提供

することで、顧客満足度を向上させる。

・業務や各種外部契約について、その目的とゴールを明確にしたうえで、既存の運用方法にムダ・ム

リ・ムラがないか職員ひとりひとりが主体的に点検し、PDCA サイクルによる改善をチーム一丸と

なって実施することで、品質の改善、コストの最適化、業務の効率化を継続して行う。

・部署間の垣根を取り払い、自部署に限った部分最適ではなく、慈泉会全体を最適化する視点で物事を

判断し、一体感と一貫性をもって相互に協力することで問題解決やサービス提供を実行し、顧客に貢

献する。

2．構成

・総務課

・事業課（サービス付高齢者向け住宅「結」グループ）

・事業課（相澤デイサービス「結」本庄）

・事業課（介護用品　Ai ショップふれあい）

・事業課（院内売店　Ai マート）
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総務部　総務課（出納・管財・施設）

課長　清水 芳幸

1．ビジョン

総務課は、慈泉会の縁の下の力持ちとして常に職員・患者に寄り添いながら適時的確な支援を行い、ま

た常時複数名体制で安定して業務を遂行することにより慈泉会全体に関わる業務改善を継続的に実現

し、会の経営に資すると共に、職員・患者の満足度を高めている。

2．サービス・業務内容

各種法令の届出業務

公文書の受付・保管業務

郵便物の仕分け業務

掲示物管理業務

公用車の管理及び運転マナーの教育

規程管理業務

ユニフォーム及び靴の貸与・契約手続きに関する業務

職員用更衣棟の管理業務

緊急連絡網の整備

職員福利厚生の契約手続きに関する業務

社宅・貸与マンションに関する管理業務

施設・設備の安全（建物・セキュリティ・ユーティリティ）に関する業務

施設設備安全管理委員会（委員長、委員会事務局）に関する業務

施設設備・医療機器品質会議（委員会事務局）に関する業務

施設・設備の増改修工事に関する工程管理業務

PHS・携帯電話の管理業務

個人情報保護に関する業務

一般情報・システム管理委員会（委員会事務局）に関する業務

臓器提供（委員会事務局）に関する業務

病児保育の運営・管理に関する業務

業務委託全般における品質管理に関する業務（清掃、施設設備、警備、機械警備、職

員食堂の運営、院内保育所の運営など）

院内レストランに関する業務

危険物質（委員会事務局）に関する業務

地球温暖化対策・省エネルギー（委員長・委員会事務局）に関する業務

資産管理（登録及び実査）に関する業務

出納業務

患者・職員サービス全般に関する業務

日本医療機能評価機構の窓口業務

近隣調整に関する業務
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院内外の倉庫管理に関する業務

3．体制

平日　9：00～17：40　/　8：30～17：10　/　7：45～16：25

　　　9：30～18：10

土日祝日　9：00～17：40（本部日直体制）

4．実績・年度報告

A 棟 1 号機蒸気ボイラーガス給湯器更新

B 棟 2 号機冷温水発生機更新

A 棟 3 階エアハンドリングユニット更新

B 棟 4 階エアハンドリングユニット更新

陽子線棟電気式エアコン更新

A 棟 2 階耳鼻いんこう科外来電気式エアコン更新

B 棟 2 階栄養科電気式エアコン更新

B 棟 UPS 室電気式エアコン更新

E 棟 2，3 階電気式エアコン更新

6 番エレベーター更新

消火栓ポンプ更新

S 棟高架水槽更新

電気設備法定年次点検

コ・ジェネ 2 号機（軽油）定期点検

ISDN → 光回線更新

手術センター LED 更新（1 番、2 番）

5A 病棟 FAN コイル更新
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総務部　 
事業課（サービス付き高齢者向け住宅「結」グループ）

課長　井上 真琴

1．ビジョン

業務の効率化を推進し、職員が気持ちに余裕を持って笑顔で従事できる環境を整備するとともに、入居

者の活きた情報を家族に提供する事により、入居者・家族が抱く不安に寄り添い、喜びや安心感を提供

できる住宅となる。

2．サービス・業務内容

高齢者向け住宅の賃貸及び住宅管理業務

入居者の入退去に関する業務

　入居契約

食事管理業務

　リース契約に関する業務

　来客、電話対応業務

　家賃、管理費、共益費、食事代等請求収納業務

高齢者向け住宅入居者への生活支援業務

食事の配膳、下膳、食事介助業務

配薬業務

安否確認ほか生活支援サービス業務全般

高齢者向け住宅入居者への体操など自立支援サービスに関する業務

宿直業務

3．体制

課長　1 名（「結」グループ総支配人　兼　ウィステリアガーデン結支配人）

主任　2 名（「結」本庄支配人　1 名　「結」つかま支配人　1 名）

住宅業務担当　9 名

食事担当　8 名

〈資格〉

　社会福祉士　1 名

　介護福祉士　9 名

365 日時差出勤勤務

　AH 勤務　7：00～15：40（1 名）

　AA 勤務　8：30～17：10（2 名） 

　AT 勤務　10：00～18：40（1 名）

　宿直　19：00～翌日 7：00（1 名）

　※ヘルパーステーション ｢ グリーン ｣「結」本庄部門より配置



総務部　事業課（サービス付き高齢者向け住宅「結」グループ） 

14. 慈泉会本部　　519

　AF 勤務　6：30～15：10（1 名）

　AT 勤務　10：20～19：00（1 名）

　夜勤　17：00～9：20（1 名）

4．実績・年度報告

年度稼働率

　「結」本庄 　　　　　　：96.1％

　「結」つかま 　　　　　：94.4％

　ウィステリアガーデン結：89.7％
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総務部　事業課（相澤デイサービス「結」本庄）

課長　井上 真琴

1．ビジョン

業務の効率化を推進し、職員が気持ちに余裕を持って笑顔で従事できる環境を整備するとともに、利用

者の活きた情報を家族に提供する事により、利用者、家族が抱く不安をひと時でも忘れさせてくれる、

喜びや安心感を提供できるデイサービスとなる。

2．サービス・業務内容

松本市民を対象とした地域密着型通所介護、松本市日常生活支援総合事業に関するサービスの提供。

高齢者向け住宅、地域の高齢者への通所介護の提供。

送迎、入浴介助、排泄介助、体操・レクレーションなど通所介護に関する業務。

3．体制

課長（「結」グループと兼務）　1 名

主任　1 名

介護員　7 名

食事担当（住宅と兼務）　7 名

365 日時差出勤勤務

AH 勤務　7：00～15：40（1 名）　　AA 勤務　8：30～17：10（2 名）

〈資格〉

　職種状況

　　社会福祉士　1 名

　　介護福祉士　5 名

　　介護職員初任者研修修了者　1 名

4．実績・年度報告

月平均利用者数：205.1 名/月
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総務部　事業課（Ai ショップふれあい）

店長　林 雅亮

1．ビジョン

・お客様が必要としている医療雑貨品類、生活補助器具類等の商品をお客様のご要望に応じて提供する

とともに、お客様 1 人 1 人の状態にあった商品を適切にご案内することにより、満足度を高め地域の

中で選ばれる店舗になっている。

2．サービス・業務内容

店舗営業

・各病棟への訪問販売・相談、各所パンフレット配布

・退院後の患者・家族、在宅の患者・家族に対する医療材料の小分け販売

・在宅・施設の患者に対する栄養補助食品・医療雑貨の販売

・がん治療（特に化学療法）に伴い必要となるウィッグを専門業者への取り次ぎ業務による相談と提供

・妊婦用品、リハビリ用品の販売

・関連外部施設・部署との情報交換・商品サービスの提供

相澤病院　眼科

相澤病院　各病棟

サービス付き高齢者住宅「結」　本庄・つかま・ウィステリア

地域在宅医療センター　各事業所

がん集学治療センター

相澤東病院　各病棟

・相澤病院、相澤東病院入院患者様使用のおむつ配達

・相澤病院、相澤東病院入院患者様使用の日用品配達

3．体制

正職員　2 名、パートタイム　2 名

〈店舗営業時間〉

平　日　9：30～18：00

定休日　土日祝

〈資格〉

ホームヘルパー 2 級　1 名、福祉用具専門相談員　1 名
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4．実績

年間売上　¥44,677,464

2022 年度も、コロナウイルスの影響で非常に厳しいスタートだったが、売上は前年を上回ることがで

きた。相澤病院では病棟へのおむつ、日用品の販売が前年比を超えたが、東病院は前年を下回った。店

舗だけの売上も前年比を超えることができなかった。新型コロナウイルスが流行し始めると一般のお客

様の動きも鈍く、厳しい状況下での営業を強いられた。

2023 年 2 月中旬、店舗を相澤病院内に移転した。院内に移転したことで、今までは外部から買い物に

来られたお客様やまとめ買いをするお客様が減少したが、外来や病院内のお客様が増えることにつな

がった。

環境の変化はあるが、今後もお客様に必要とされるお店づくりに励みたい。
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総務部　事業課（ai マート）

店長　林 雅亮

1．ビジョン

・入院生活に必要な日用品・医療雑貨等を取り揃え、急な入院でも安心して入院生活が送れる一助とな

るとともに、路面店とは違うオリジナリティ溢れる商品を揃え、ai マートのファンを増加させてい

る。

2．サービス・業務内容

病院内コンビニ売店の店舗営業

・飲食物、雑誌、新聞、日用品、医療雑貨品、造花等の販売

・切手、はがき、テレホンカード、バス券、収入印紙の販売

・公共料金の支払い代行

・ai マート　スタンプカード発行

・各部署からの商品注文予約、掛売対応

・患者様の購入商品のお預かり

・「結」本庄への出張販売（月 1 回以上）

・「結」つかまへの出張販売（月 1 回以上）

・院内各部署から依頼があった専門商品の販売

3．体制

正職員　2 名、パートタイム　6 名

〈店舗営業時間〉

平　日　7：30～20：00

土日祝　7：30～17：00

定休日　なし
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4．実績・年度報告

年間売上　　￥79,342,032

2022 年度も、コロナウイルスの影響で非常に厳しい年度であったと考える。しかしながら、売上は前

年比を上回り増収を図ることができた。上半期はコロナウイルスの影響が減少し、来客数が伸びたこと

により売上を伸ばすことができた。但し、下半期に入るとコロナウイルスの影響が再度出始め、前年同

様に苦しい状況となった。

また、スタッフの人員確保ができないまま退職や病気による長期欠勤が重なったことから、営業時間の

短縮、日曜日定休をせざるを得ない状況となり、さらに派遣会社からのスタッフ応援など経費が増すこ

とで最終的には赤字という結果となってしまった。コロナウイルスが落ち着き、スタッフの人員体制を

しっかりと整えて増収・増益を目指したい。
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人事部

部長　藤原 悟

1．ビジョン

柔軟な働き方ができる環境の中で、慈泉会職員として求められるスキルを高めることができる職員教育

と評価システムが運用され、職員一人一人が健康でイキイキと働き、事業の円滑な運営に貢献してい

る。

2．サービス・業務内容

採用・異動・任命・退職に関すること

・人員計画の作成

・採用活動

・奨学金事務（貸与決定者台帳管理含む）

・辞令作成（採用、異動、退職、昇格、任命）

・名札作成（採用、異動、昇格、転換）

・職員名簿作成

・入社式の実施

職員情報に関すること

・職員情報の収集・登録・管理

・資格・免許情報の管理

賃金等に関すること

・給与・賞与・退職金の支給

・社会保険・雇用保険・労災保険事務

・年末調整事務

・人件費管理

労務管理に関すること

・勤怠・労務管理、超過勤務対応

・産休・育休対応

・定期および特殊健康診断の実施、実施報告

届出等に関すること

・労働基準監督署対応（就業規則の届出、協定書の届出、調査対応等）

・労働保険料概算・確定申告及び納付

・障害者雇用納付金申請

その他管理事務

・電子カルテ ID 管理（職員、非常勤医師、委託業者、実習生の ID 登録およびメンテナンス）

・職員用ロッカー管理

・名刺作成

人事制度に関すること

・職能等級制度・評価制度を柱とする相澤型人事制度の構築と運用
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・人事制度に連動した給与規則・賞与規程・退職金規程などの見直し、改定

・人事制度に基づく昇格審査、コース転換審査の実施

・評価制度に基づく職能評価、医師評価、成果評価の検討、実施

慈泉会全般にわたる教育・研修に関すること

・計画、立案、実施、修正、評価、分析

・人材開発・人材育成

・職員教育委員会、医師教育研修委員会、看護教育委員会との調整

・各部署開催研修・勉強会との調整

・e-learning の運用

・教育・研修における申請関連

3．体制

・統括部長　1 名、統括副部長　1 名（兼務）、課長　1 名、主任　2 名、スタッフ　7 名

4．実績・年度報告

2022 年度採用状況（正職員）

職種名 人数 職種名 人数

医師 33 管理栄養士 　6

看護師 76 介護福祉士 　5

助産師  7 救急救命士 　3

保健師  5 歯科衛生士 　1

薬剤師  4 パーソナルトレーナー 　1

診療放射線技師  5 看護アシスタント 　7

臨床検査技師  4 ER アシスタント 　1

臨床工学技士  3 介護支援専門員 　3

理学療法士 17 社会福祉士 　1

作業療法士  5 事務職員  23

言語聴覚士  2 専業職員 　7

総計 219

2022 年度職員研修

・新入職員集合研修

・新任ドクターズガイダンス

・中途職員研修（集合研修 3 回、実技研修毎月）

・入職 1 年目研修（フォローアップ）

・入職 2 年目研修（コミュニケーション）

・入職 3 年目研修（ロジカルシンキング）

・入職 4 年目研修（主体性）

・入職 5 年目研修（マイキャリア・モチベーション）
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・新人教育担当者研修

・管理者研修（問題解決・リーダーシップ）

・接遇研修（e-learning）

※ 2022 年度は 2020 年度・2021 年度に引き続き、新型コロナウィルス感染症の影響により予定していた

研修の全ては実施できなかったが、集合（対面）研修をオンライン研修に振り替える等の対応をして

実施した。
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財務部

統括部長　中島 光章

1．ビジョン

・正確性に加え効率的な経理事務体制を構築するとともに、的確かつタイムリーに経営状況を把握・分

析し、経営判断に寄与する有用な情報還元を行う。

・医療機器・材料・薬剤等の購入、更には保守・営繕・企画等に対する資金投入にあたっては、投資効

果の観点からその妥当性を総合的に検討し、最適な時期に最良のコストで投資を行う。

・予算管理にあたっては、短期的な需要への検討に加え、中長期的視野で計画的な資金投入が可能とな

るよう、予算統制機能を働かせる。

2．体制

・財務・経理課：課長　1 名、課長代行　1 名、スタッフ　2 名

・購買管理課：課長　1 名、スタッフ　4 名
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財務部　購買管理課

課長　丸山 潤一

1．ビジョン

デジタル技術を活用するなどして、コスト構造をスリム化した購入プロセスを再構築することで、投資

対効果を最適化する部署になる。

2．サービス・業務内容

購買管理課の主要な業務は、取引先と価格交渉、妥結内容での発注である。価格交渉と発注の対象は、

購入する医療機械・器具備品・医薬品及び診療材料、その他消耗品を含めた物品の金額、建物の営繕修

理工事金額や各種の保守契約・委託契約・リース契約の契約金額である。

3．体制

事務員　4 名

4．実績・年度報告

価格交渉と機器発注

1.　大型医療機器

ロボット支援システム DaVinci　一式

PET/CT システム　一式

微生物同定分析装置　一式

2.　契約

臨床検査委託契約

医学雑誌年間購読契約

トモセラピー保守契約

3.　工事

E 棟 2 階、3 階空調更新に伴う改修工事

B 棟冷温水機 2 号機更新工事

5A 病棟ファンコイル更新
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財務部　財務・経理課

 課長　和田 裕立

1．ビジョン

財務経理課は、各事業体の経営をサポートするために、必要とされるセグメントごとの収支状況を必要

な時にタイムリーに把握できる体制を整備し、慈泉会全体としての健全な発展のために貢献する

2．サービス・業務内容

月次決算業務

1.　売掛債権管理：売上計上等

2.　買掛債務管理：債務決済等

3.　経費管理：経費処理等

4.　固定資産管理：資産計上、減価償却費計上等

5.　ソフトウェア管理：資産計上、減価償却費計上等

6.　借入管理

7.　資金調達

8.　月次業績管理

年度決算業務等

1.　法人税申告

2.　消費税申告

3.　償却資産税申告

4.　監査対応

管理会計業務等

1.　慈泉会予算策定

2.　事業体別管理会計

3．体制

平日日勤：　9：00～17：40　決算繁忙期には、休日勤務あり

4．実績・年度報告

2021 年度 2022 年度

医業収入

税引前利益

19,088

　 307

19,772

　　74

単位：百万円
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防災・災害対策室

室長　小山 明英

1．ビジョン

・地域災害拠点病院の指定を受け、災害時における慈泉会施設の医療・介護・福祉の連携体制の充実強

化を図り、地域包括ケアシステムを鑑みた災害に強いモデル地域となる。 

・第一に入外患者、病院利用者及び病院職員の生命・身体の安全確保を図った上で、二次災害の防止に

努め、どこまで、どのように医療継続を行うかの判断（グレードによる評価）を行い有事における適

切な医療が提供できる。

・有事に備え、低下する業務遂行能力を補う非常時優先業務を開始するための自病院における事業継続

計画（business continuity plan；BCP）に基づいて、（1）方針の決定（2）マニュアル・計画・アク

ションカードの策定　（3）教育・研修・訓練　（4）実践　（5）実践・訓練の検証　（6）対応策の改

善、（1）～（6）の PDCA サイクルを回し、不測の事態に対応できる。

2．サービス・業務内容

・中信地区の基幹となる災害拠点病院となるべく必要なハード・ソフト面の整備を進め、行政（市・消

防・警察）、自衛隊、防災関係機関、地元住民などと連携し、各種訓練・検証会・連絡会議の開催と

参加を積極的に行う。

3．体制

〈構成〉

室長［事務］1 名、推進役［事務］1 名、事務［パート］3 名

資格

・第三級陸上特殊無線技士

・自衛消防業務課程

・防火・防災管理者課程

4．実績・年度報告

（1）　防火防災訓練

【院内集団災害訓練】・・・10/23（日）参加者 :200 名）

慈泉会施設を含めた、最もリスクの高い地震災害を想定した「相澤病院集団災害訓練」を「松本市

総合防災訓練」の日に合わせて行い、松本市保健所及び松本市医師会・地域医療関係機関との連携

を深め、策定した相澤病院事業継続計画（BCP）の緊急時における行動計画により、優先して対応

すべき部署からの情報収集・必要な対応訓練を実施するとともに、慈泉会各事業体との連携・情報

収集体制の構築を見据えた訓練とし、災害対策本部及び各部門の行動マニュアルの再検証と改善に

向けての課題を抽出する事が出来ました。

・想定 : 震度 6 強、平日の昼間 8：30 発災、一部の非常用発電機が稼動しない

・災害発生時優先して対応すべき部署からの情報収集・必要な対応訓練

・院内患者移動対応訓練
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・各事業体との連携・情報収集体制の構築を見据えた訓練

【部署別消防訓練】・・・6/3～3/24、59 部署（延べ 84 回実施）・8 委託業者、

延べ参加者 1,602 名（参加率：93％）

・防災委員が部署の現場に出向いて、部署勤務者を中心に隣接部署との合同訓練を積極的に計画

し、火災の早期発見・消火・被害の軽減・二次的災害発生の防止を図り、人命の安全を確保する

ために「相澤病院火災発生時の現場対応手順」に基づき実施し、初動行動に対する検証員からの

指導により個々の意識と技術の向上がみられた。

【総合消防訓練】・・・今年度も新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け中止した。

（2）　防火防災教育

【防火学習 e-ラーニング】

・相澤病院関連の施設及び慈泉会他事業体とそれぞれの設問に分けて「火災発生時の現場対応手

順」の習得率を検証し、教育及び訓練指導に反映するため実施した。

・相澤病院関連（相澤病院・相澤健康センター・相澤東病院・E 棟、本部棟、ヤマサビル、フォー

ラム本庄に勤務している職員）

・1 回目・・・5/22～6/21　対象人数：1,617 名　受講率 97.1％

・2 回目・・・3/2～3/24 　対象人数：1,589 名　受講率 98.6％

・習得率（初回正解率）は、平均目標の 85％に対し 86％と上昇しましたが、8 問中 3 問となる、

通報・避難誘導・応援に駆け付ける行動での理解度が目標値から低くなっており、次年度での動

画を含めた教育及び部署別等の訓練で指導し改善をはかる。

・慈泉会他事業体（支援センター松本・塩尻・安曇野・新村・ことほぎの丘、結グループ、鳥羽医

院に勤務している職員）

・1 回目・・・5/22～6/21　対象人数：　243 名　受講率 99.2％

・2 回目・・・3/2～3/24　対象人数：　255 名　受講率 96.8％

・習得率（初回正解率）は、平均目標の 85％に対し 87.4％と上昇しましたが、8 問中、消火・応

援に駆け付ける行動の 2 問が 10％以上も低くなった結果で、慈泉会各防火管理者と連携を取り

ながら指導を強化する。

【新入・中途職員集合】

・新入（4 月）、中途（8、12、3 月）、ドクターズガイダンス（4、10 月）

・慈泉会における防火防災に関する基礎知識と基礎技術を習得させることが出来た。
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図書情報センター

センター長　相澤 徹

1．ビジョン

慈泉会のミッションに基づき、図書情報センターは、最新情報に基づく室の高い医療の実践と学会発

表・論文作成等に資する ICT（Information and Communication Technology）環境の整った情報収集

環境（電子ジャーナルの充実など）の整備をする。

2．サービス・業務内容

1.　蔵書（含医学雑誌及び電子媒体）の管理と更新

2.　情報利用状況の管理

3.　ユーザー本意の ICT 環境の構築

4.　相澤病院医学雑誌の刊行

3．体制

センター長（兼務）　1 名、事務職員（兼務）　2 名（司書　1 名含む）

4．実績・年度報告

2022 年度　メディカルオンライン利用数　16,299 件

2022 年度　Science Direct 利用数　5,632 件

5．学術等業績

〈研修〉

第 19 回　長野県医学図書ネットワーク定例研修会，2023 年 2 月 18 日，オンライン（Zoom）
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会議

会議名 議長 目的

法人本部運営会議 中島　光章 慈泉会本部の円滑な事業運営を図るため、必要な事項について
審議する。



　



2022 年度
社会医療法人財団 慈泉会 年報
2024 年 6 月 6 日発行
発行　社会医療法人財団 慈泉会

〒 390-8510 長野県松本市本庄 2-5-1
TEL　0263-33-8600
FAX　0263-32-6763
URL　https://aizawahospital.jp/

印刷　中央印刷株式会社

非売品
　




